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防 護 室 構 造 に 闘 す 3 カ 皐 の 問 題

棋題lモ掲げ? こやうなことを市上げにいと思ひま

す。先づ最初にお断 りして泣き? こい のは、防護室

K 闘するカ墜の問題を申上げる句でありますが、白

それはそれぞ研究しに結果斯 う云ふ風になっ ?こん

fごと云ふ結論含 11
1上げるのではないのであります

よ4今新海君からお話になりまし? こ慌装| 問題の如き

は、既に十分御研究になりまして、今後斯う 云五、

風にし＿こら宜 い ｴｾ ら うと 云五 、指針としてお話 ー に な

っ＿この でありますが、私の ｾｉｊ 上げる事はさうでな

い斯う云ふ問題があると云ふこと を諸. 君に 市上

げるピけでありまして、それに封する解決は出来

て居らない のであ ります。賞は私はさう 云ふ こと

をお話することは好 ましく ないのでありま して、

今までやつにこと はな いのであります。耐震楠: i l i

などに付・き ましでも 、色々問題tどすべきこ主は津

山あり ますが 、i誌の解決の途が附かな い限り お話

をしても仕様がない や うな集がして 、そんなこと

は申上げないこと κ して居 b ましにが、寄 る年波

と申しますか、少 し，心境が盤 b まして、 今 日は防

2さに闘して自分が困って 居る斯 う云ふ問題がある

がどう fごらうと 云 ふことを是か ら1I
1上げに い主思

ひます。 1 人でやって居りま して し な か ......___.-良

い智慧は出ませぬ。 3 人寄h ぱ文訴の智慧 と申し

ます。皆さん方の御協力を得Tこならば、段々 e 1ft¥

vとが出米るかと思ひまして、 4並外正の考から* しま

すと 、簡を屈 してお話ーを FI ' 上げる次第であ りま

す。

最初に防護室の使命と云ふ ことを申上げ?こい左

思ひますが、是はもう 諸君の御存じの ことで あ り

まして、 空襲中 人命を保護すると云ふことに蓋き

るt: らう主思ひます。 飴 り詳 しいこと‘ は申上 げ ま

せぬが、 共の篤に防護室を設けるの でごさ' います

随って防護室は宰製会受げ て居る問完全に人命を

保護 しなげればならぬと云ふことになりますが、

然 らば防護室にどう云ふ危容が及んで‘ 来るか E云

ふことを考へてみますと、そ れは主 として爆弾の

楽Ｊき は 工拳得土 、 芳、都帝回大 手 工拳昔日 敬 ｾ

坂 静
雄来

作用t:. ' らうと思ひます。此の燥?曜の作用 も従来色

:々言はれて照 ることで あ りますか ら、詳 し〈 申上

げませぬが、長{ 散の作用で あ るとか、爆破作用で

あるとか 、1波片作用 ( 爆弾に依って壊されれ構築

物共の他の{ 減損物がぶツつかること〉であるとか

爆弾の;爆曜作用( 衝動波極力が大気中に侮って来

ることに依ってシ ヨ マク ｾ 受げ て 窓 硝 子が削 れる

と云ふ や うなこと) であるとか 、地'点作用 ( 地 盤

が震動して次 l引率はると云」、や うな乙主) である

とか云ふことでありまして 、防護室は、慾を 言へ

ば、それ等の作用全部に劃 して安全なるべきであ

りますが 、構築I ' L l品1する経費の闘係等K 依って、

なか. . . . . . ___. -さう云ふ)i f(¥な こと にはJHボな いのであり

ます。

防護主主の分類も色 々な方 l印' から することが出来

ます。 ;或は家庭用とか公共用と 云つに や うな別法

別にも分けられますが 、蕊では爆弾の l亙撃に耐 へ

るものと 、 それに耐へない ものと云五、風K 、耐碍

的防誰遂 げ 附 弾的防護室の二租瀬に分けて参り

‘ます。

直撃弾に封する防禦はなか ｾ 容易なこ とでは

な い のであ りまして、大 謹戦時 ｴ ｌＮｾＺ設 するやうな

防護室は耐砕を要求することは困難であ ります。

併し王子時から肖唐家屋の IドK 防護宅と して準備し

て置くやうな場合には 、耐弾的の防護室も要求す

る方が正首fごらうと思ひます。

それで爆弾に耐へる需の力感_ f - _ の問題に入って

行きますが先づ爆弾が 、コンクリ ート 共の他の中

lてめ り込 tt伝 徹作月j の ことを r!- l しますと 、新しコ

ンク リート が非常 1' C J享骨、l手さが無限大と考へら

れるやう な場合 l亡、爆陣地::法ちますと 、伎 徹尚三m

が起ります、臨時のrr繋は i波裂 しな い ものと渇へ

て 行き ます。爆ｩｪｬＧｩ Ａが 仁 ｉ ｾ つ＿こ ｙ けのことでありま ｔ

が 、 若 し共の厚き が 無 ｾｬｾ 大で ゐ る場合 ｬ 乞は 、中 つ

にと ころのT V c : 摺旅形の孔会穿げるのであ b ます

此の孔の大きさを推iJ !l Jずる公式が津山 あ りますが

1  XI I  
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一

、 ¥ふ戸

J ム

レツシヤマが生じますから、力準的

に斯う云ふものに相苗ずる語であり

ます。それが表面の局 制亡作用しで

参りますと、 共のi ' t . 'j 重の篤に大澄拠

1磁力やうな部分が出来、共の駕タトl亡・

拘i 出す や うな力がはた ら〈のであり

ます。それで川日比の部分が漏斗孔

tc 1 . よって洩るもの〉 や うに考へられ

るのであちます。而して裏側のがと落

の方の漏斗孔の方はどう云ふ現象か

と云ふこ ｾｴ｣ 劃しては色々 設明 があ

るのでありますが、初jへば斯 う云ふ

球の連続しにものを 一方から打っと

最後の球が飛出すのと同じや うなこ

とではなからうかと去ふのでありま

す。又もう一つ考へられることは 、

一 一

__..&11J.血h ム

.. .......誠鱗k'

→αまJ : XX. . わ- --") 

是も従来色々な本に書いてありますから 、此鹿で

は 巾 1-: げませぬ。兎に角爆弾が rjl りますと、共鹿

陀摺鉢jf_bの孔が穿いて、コンクリートが有限の厚

きであると 共の裏側K 快落が生じます。其の 中間 白

は貫通せ十に残って居る こと があ り得ると思ひま

す。差は私 自身で爆弾が Iいって斯う云ょ、やうな欣

態を 呈 して居るものを見? こ諜ではないのでありま

すが、爆弾以外の1 Y 1 ，トば砲弾や銃部 、或は爆弾の

破裂に依って飛散しに 白ｪＨ 片等が中つ＿こ矯 ｴ 亡、 ｾｾの

表面に孔が穿いて、 裏側に続落が出来、而も l完中

が建って居ると云」、や うなものを海山見掛け にの

であ ります。 若 しコンクリート が沌いや うな場合

I' L I立、指線形の孔が穿いて、装 l乞快落が出来 、共 臥

|白石? 爆弾が貫通する 諜 でありまして、 大型斯 う云

」、やうな恰好の孔を穿けるのであります。此の場

合にし仁左ころで、通常爆弾が侵入 しに方が 口径

が少き( 、 裏側 の方が大き いゃ うで あー ります。 ど

の謹 まで侵入し? こ時11: :衷側が終ちるカ叫云」、色、

大穂厚きの約四割 ｬ 程度まで上 ｉｾ 摺涼河合の孔が出来

れば、下側に訣落が生子ると 巧へ て宜いやう であ

ります。

被害の航況はさう云五、 風であ りますが、之を力

感的に申しますと、字無限謹の5111性澄の l 局部陀

力がカ11った時の感力紙態に非常によ〈似て居ると

思ひます。爆弾が中って、此鹿に非常に犬きなプ

XI I  2  
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丁度 j1すと同じ や うな問題であ りまし

て、弾性容の方から解いて居るのでありま すが、

午無限 瞳の表面か らa のと ころに p なる 力が作用

する 時の問題が あります。 共の時の最大型i濁T&主力

組は大雑把な形で‘ 書きますと斯うい i 、恰好になっ

て居 ります。此 の最大境衛艇力線に裏面の依壌の

Ｚｊｴ ｾが 非常 ［ｴ｣ よく似 て居る と 云ふことを 、 東大の福

田武雄|等土が小銃弾の コンク リート 叉はモル グル

への伝徹力 l亡謝するr .ff:)rの1_'_' I ' L述べ t 居られるの

でめります。牛無限遣の弾性謹の表陥iから a のと

ころにプ レツシヤーが掛る と共の外に 出来る 最大

弟新感ゾ] 紘 i乞{ 波壌が起るのではなから うかと云ょ、

設であります。

然ら ば此の局部t亡力が}JIi つに時t亡、上面の漏斗

孔を 成 Ｍｲｾ けノ ｪ 、 きくするにはどうしにら宜 ｌ 、かと云

ふ事が問題になる詩ーでありますが 、 それに類する

構造は橋梁の支持謹などに時んあるのであります

或は基礎の J-_I'L銃を作って柱を建てる時に起りま

す。 これはお; 佐の例でありますが( 園面 ) i結局弾性

瞳の中心部に力が作用すると云ふやうな事になる

のであり ます。期 う云 」、問題は己に研究 されて居

るのであります。これは任の中央局部 lて荷重がか

、った場合でありまして ( 国商〉其の中心新 商に於

げる模の方向のストレスがどう云」、風になるかと

云ふと、聞 のや うな分布石T示します。若し是が集

中荷重であります主、 s =O の幽総が燦力分布石?



日 I  (あ って居りますが、共の中でも、どう云ふ風にしに

4 一一占→ ら、鎌筋を →番有効に使へ るかと云ふことに劃し

て是ま で術賓がないやうに思ひます。普通の床で

はやはり下側の銭筋を多〈し fこ方が効率が良いと

云ふことを最近聞きまし fこが、或時さう云ふこと

ではないかと; 官、ひます。wr う云 i 、ゃ う屯局部的に

起る現象K 討しτ は銭筋の配置などにf . j ても普通

の形式でなく 、 もっと別個な形式の方が有効では

ないかと劣へます。必す・しも長い銭筋をー列に通

して入れなく左もよく例へば針金の蛇簡み fこや う

なものを組んで行〈と云ふや うなやり方や、輪に

なっ? こ銭筋を津山入れて行〈と云五、や うなことで

宜レのでな L、か と云ょ、集が設します。滴逸の建築

防空の書物には特殊の畿筋鋼の二三の例がけi て ゐ

11 2 圃

示します。全龍が杭の方向陀テンシヨンを起し 、

詰り割裂くや うな現象を起します。荷重が若干の

巾に作丹j しますと、 J 二の近い所ーでは非常 l乞大きな

墜力を受げます。又_I : から O. l a以下のと ころは斯

うい i 、風なテン シヨン を生す・る L 云 i 、事が分って

居ります。そ こで之K 釘する補強は此のテンシヨ

ンを受りる方向K 銭筋乞入れるこ主になる課であ

りますが 、而も上ーから l. a 倍fごり位の範樹にテン

シヨンを生じますから 、共の組閣に銭筋の網え何

段に も入れる 事になるのであ ります。斯う云五、構

訟法 を貰際に採用し て居りますが、 若 し爆弾の侵

徹、殊に上面の漏斗孔-r: け防ぐ主云五、目的ならば

之に類しに配筋が必要であら うと 云ふ ことは考へ

られます。 又裏の猷落ｾ防ぐにはど うし＿こ ら宜い

かと云ふことになりますし是は矢張り下側K 銭

筋の網をしなりればならぬと云ふことに な りま す

が、それと同時に共の網を上の方K 吊上げて置い

て昧落しな いや うにすること が必要であ ります。

それで爆弾の侵{ 散に謝し てコンク リートなち、

銭筋が爆弾のもつ Tこエネルギ ーを吸牧すると云ふ

ことになるのでありますが、侵徹'の現象で説明し

にやうに、 J 二の方が非常にエネルギ ーを吸牧 しま

す。併 し下の方のほ落の部分は弾が途中迄通つ? 二

時に既に落ちてしま i 、のでありますから、吸牧が

少 ない。 それを此屈に銭筋を置いて落ちな いやう

托すれば、此コンクリ ート も相首砕かなければ揮

は過ち得ないと云ふことにな b ますから、ヱネル

ギーの吸牧が多 くなる fごらうと思ひ ます。さ う云

」、やうな黙を考へなければならぬ謬であります。

今の防空建築規則の耐弾構誌 と云ふものに謝し

では、厚きが 40 糎で、銭筋が4% と云ょ、こ与 にな

ます。

もう一つは落下荷重 ｋｾ 討す る 天井の 強さに闘す

る問題であります。是は先程防護室等に於げる直

撃弾 ｉ 乙 Ｑ 討する防禦を考へることは 、 なか ｾ 容易

でな いと 云 ふこ とを述べTこのでゐりますが、併し

ながら近所に爆弾が落ち ?こ矯に崩れ? こ石崖の石が

IMliJ 二つて飛んで来る E云ふもうなことが、或は建

物 のー制iのコンク b- トの破片が飛んで来て 、そ

れが防護虫の天5月二に中る と云ふ や うなことはよく

あること fごらうと思ひます。 Fイツ謹りの防護室

の天ＺｊＺｬ ニ ｏｪ 規 ＮｪＭ ｾ ｉ 亡は 、 最 小限 度の垂直 荷重が 書 いて

ありますが、日本の防空建築規WJ には さう 云ふ こ

t がないのでありま す。叉それは なくて縮機fごら

らうと忠ひます。何故ならば日本主ドイツとは建

物がi主ひます。 ドイツでは三 階 とか四階とか云ふ

や うな建物の地下室に防護室を設げであ ちます の
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で、直慾弾が中る色 、J : の荷重がすっか b落ちて

みfぜると云ふ危険があ り ま す か ら 、一階では どの

位、二階建ではどの位と云ふ や うな荷亘を考へて

行〈 こ色 は蛍然rであ りますが、ドイ ツとは事怖が

異なる 日本ではド イ ツがやって居る程の大きな荷

重を考応: ずる必要はない。併しな がら多少の荷車

は考! 芭 しなげればならぬ のでありまして 、少 〈と

も石崖の石が飛んで -)j<iる と云ふや うなことに1討す

る考慮は、如何なる程度の防議室 lと釘しでも 必要

ゼらうと思ひま す。それでそれに闘するものを持

って米?このであります。

是は( 第 31iful) ビームl乞落下荷重があっ1こ場合

t r . [ 底力が，とうなるかと云ふ IjJj 題¥( 書いに のであ り

ますが、 S と書 い?こ のは 、W と云」、荷重が H のr古i

さから落ちに時の態力の大きさで あ b まして 、

虫色いふのは . Wが静荷重として加はつに時のl底

力であります。兎 ｩ 亡角斯う 云 五、式 Ｈｾ ｮ 岡下部前

式) に絞って計算が出来るのであります。

是は治下荷重の重量が梁0) 現金 K 比べて非常に

小さい時の式でめりますが、発lj し共οJ 大き さが非

常に小さくなりればJ 斯う云i 、修正項が附いて居

ります 。 Ｈ 後式Ｉ斯う 云ふもの で 計算が 出 Ｑｻｾ ると

云ふのでありますが、併し是は飴り貰| 踏の場合に

首になら ないので ないか主恩ふのであります。或

場合t r . は赴で宜いので あ りますが、是はW と云」、

重量が V e 云ょ、速度でぶツっかツて、梁と共通の

速度で以て梁と接蝿し? こ{ 査で猶 lま蓮動すると云ょ、

やうな一つの椴どから導レ? こ式であります。 此の

式よりなほ幾分 の訂正を力1Iへ?こ ものがH.Eschl erに

よって護表されて ゐて( Tng. Arch.  1941. Ht l )  

共の結果は賞用的になっております。泌が宜際は

落ち ? こもの はlt: J l i . 上って接舗が i成れると云ふや ラな

こと がありますし 、共執を考慮しにむつかしい式

もあります。 X L. Fりppl は落下殺のエネ ルギ ーか

ら損失エネルギ ーを差号 lいに ものが梁の吸牧し得

られるエネ ルギ - 1亡等し い として梁の安全脱皮ーを

決定する 方法を誌べてお b ます。

(Bauirg.  1941. Ht  13/ 16) これは比七宜 川トI'.J な方法

と思 はれま す。

然しさ う云」、やうなコン ク リート のスラプなら

コンぞリ ート のスラブを直接怒っや うな不利な欣

態lモ果 して在 るかな L 、かと 云ふ ことは考ふべきで
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あります。スラプの上に土嚢のや うなものが積ん

である綾{掛オがあると去五、や うなこと が考へ られ

るのでL きう云 ふや うな ものがあっfこ場合! 士、落

下荷亘の影響がど う云ふ 風に来るかと云ふこと は

少くとも今後考へて行かなりれはならぬと忠ひま

すが、それに封して良島 博士の研究( 費騒工接講

1.!if: 1- 5  ( 66J " ( ) があ りますが 、建築構造のや うな

粗大なものには及ぼ し得られません。

尚もう一つは衝動波の問題でゐりますが 、構造

物持衝動波を受ける怒さは街動波の週却と1構造物

の週明の比 lモ依って遠 i 、。此の眉I(第31団〉のx軸が

共の比で あり まして 、 y 軸は衝動波のRfi 力が静的

なブJ としては ?こ らいに時の何倍をJ以つに ら宜いか

と云 ふこと を書いにも のでありますが、非常に長

遡 j明の構造物にな激 な衝動波が来れば、共の時の

破壊力はIEF的tr. :;1mつ7このより は非常にノj 、さ〈な り

ます。赴はよ く 暖簾に ｪ 随押と云』 、 や う なことを ｲｬｾ

しますが、丁度きう云」、 や うなものでゐります。

|長旅のや うにふはふはし? ごも のには大し 7こ力がかi

はらな いと 云ふことになります。lt止も力 の大き い

のは 、 ｾｬ 例 比 が Ｓ 位 の時 で力は 静的 力の 、 ｆ しそ

1. 8 倍位であります。構迂i物が非常にがっちりし

てl 居つτ 、共の振動週明が短 〈、それに劃 して衝

動波の逝JOj の方が長いと 云ふやうな: 場合 l乞は 、丁

度普通の飾的のブJ ￬ＺＺ同じやうになって 、 ｾｊ 出 比 が

無限大 Jてなれば結局 y の仙は 1 Iとなります。斯 う

云 ｩ 、風 ｬ 亡 ｾｊ 週明の 比 率ｴｲＮ f:{えって力1¥って*i るブJ の大 き

さが異なると云ふことがあり ます。

向 ｻま ｊ ｾ の他にも色々ゐるか と思ひます が 、 今日

此庇でお話しよ うと思ひまし?このは 、ブミ謹以 ーとの

三黙でゐ ります。初 ICl joi J二げ まし? こ や うに、防護

室民主Jする力接的 l乙弱地 しな げればな らぬ問題が

色んある中で、或ものに劃しては斯う云五、風 l乞多

少の筋道は ｉｾ Ｇ ｊ げられるのでありますが 、 今日まに

よ生以て俳il iの指針主ナる己とは 出来な いのであ

りまして 、其の!! ' ' J 'i ICI，品lしては皆様の御協力を得? こ

いとイ子今る次第でめり ますの

ｫｾ お ｬ 従りしまして 恐縮 でゐりますが之を ＿ 以て

帝王ります。( 拍手)

(1昭和 16年4月21日防益講演合速記 )
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本文は C，W， Glover. 司容。 市民の防衛 4 の一節を抜脅したものゐある。本舎は第一怖に空襲問題第

三節爆却其内の一節が印ち本文で順次焼夷様、瓦耳目翠等を論じ 、防空t: i . 、迷彩等。市民の防相官' r o? に主す

する科接的常識を詳細に設現 してゐる とこ ろに特徴がある。

言事文 i'[ 笛って斯う云ふ方珂の知識に金〈乏しい筆者が唯だザツト誠み下 して所謂コンナ ものだと玉三

ふのだろうと云ふ程度で浮いて見たのであるから 、専問的知識級から見る と金 〈噴飯にしか償しない

かも知れな い、また課課だらけだと笑はれるかも知れないが、頗〈ば蒜賢のR安範なる常設で御卵j解出

来れば幸義でゐる。

爆 風 ( Bl asi )

憾風とは爆 ＱｖＱＱ の舵裂に作って起る京 ｾＺｴ の筒動が

起す街繋現象であっで 、 ヲ じ ｴＮ ｾ Ｎ Ｑｴ 時 ｩ と熱風が生 す ・ る

もので 、その熱風は旬J I年約 7 ｏｏｏｾ げ ＮＰＰＰ 哩の速

を以 τ 外聞 に ＱＧｾｪ 番出大する も の である。即ち此の

風速の首る とこ ろは何物をも吹き飛ばすと云五、全

くl嘘の桟な恐 る可 き豆大な力で ある。

T.  N.  T. ( トリ・ ニ トロ ・ト ルオ { ル〉の lろ全対

皮Ｈこれ は ｬ パ イ ントｾ［Ｍ｛で 円 木［ｬ ，， Ｚ 3. 15 合 K 和 賞

する。) 爆開の爆裂はr' i色物 瓦斯 の 15. 000 係長の

容町民知大 し 、 そ の ｾ ｜ｬｄ 切 の温Ｚｩ ｴ は概 氏 ＴＮＰＰＰ
Ｐ に

嵩 ま れ その1 m力は毎平方吋常 り 150 噸の眼 力 を

生す・ると云五、高性能 ｾＧｾｩ であろと 言なれてゐ る。

此 の爆 裂 作用は主 主して爆薬を構成せる茨素、

水索以酸素の徴位子が強防! なる包装内に於て爆褒

作 用時 lて限委する 現 象 で ある。

高t ' Joの爆裂 と云五、現象は_'11'11よるf商務とが熱を加l

へると 云 」、丈け では起らな いが 、共の内 IC 袋W'( せ

られTこ水銀の爆禁或は fi 主化委nの爆殻を必要とする

もので 、J tf Jち法頃せられに: I ' JV}.: な り際化鉛の吹 火

作 用 lてイ去って引き起るものでめる。

同特 1879年 lて琵IlJjせ られに T. N.T. i恭郊の威力

は軍事 ｊＺ ｉ ｃＺＺＺ［ＧＱＺ れ以上 強 力 Ｑ Ｎ￬ｊ拐でが Ｑｮｾ <  ｊｾ の微 ｩＧ 伝 子

爆 開 の 護Iリj の結果は爆弾JV- fモ絡段の匙展を もおし 、

聴て Ｑ Ｙ Ｑ Ｔｾ 1918年に勃溌し 7こ先警の凶洲戦争lて依

って愈 j々t 効果 の蒋大なるに喫鵡し にもので める

爆 裂作用 Det onct i on 

上記 し仁起爆裂作J J i が玲んど腕時 lて術大する効

*  ｾ 若者は 古塚述築事務所長

よ県を? 爆裂作mと郁へ る。

‘ 爆裂の速度は何秒 10. ＰＰＰｾＲＵ Ｎ＠ 000択で普通砲 弾

ｬ て於げる爆裂速度が匂Ｚ 杉刻 ＶＰＰ ｾ ＱＮ 000吠なるに比し

て驚〈可き 強大な るものである 。

iZ裂の速度は主 として其爆薬包接 の 堅 牢 さに依

るところ で、例へば l 封度の綿火薬( Gun Cot t on)  

をとって説明すると 、共爆裂作用は それに添へて

世い ＿ こ餓レールを破壊す る威力 ｾ護者 ｆ ーするが砲抑

の同一貴 の 場 合 で は 同 じ 迄 で の結鳴を明来しな

L 、。

ｲ｜ 与 ｩ 性 ｾ Ｎ 裂刊 ｬ ( Hi gh  Expl osi ve bomb， H .E . 燥抑)

の爆裂作月j の中心とその土中 iモ穿つ漏斗・防弾痕の

牛慌の三倍とは爆裂作用の速度に比 例並行す るも

ので 、 これを爆裂帯 主稿し共爆裂 幣 ( Zone  of  

Expau山 n) の外聞K 於ては直劃爆波とは な らす'

宛も安集 中に於り る音波 の 速度 即 ち毎秒約 1. 200 

吠 の迩r1tl"[ 一致 して停播せら れ る。

第 1 圃
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• Ｒ ｾ 薗

此の 場合爆裂帯の宇径は ｃ ｾ 境充 火 薬の景Ｈ封

j立) とせば次式

53ν T t乞依って算出できる 。

例へは 500 封度爆弾で共摂充は粟量が 200 封度

とせば爆裂帯の4三俸は 23吹 となり 、此の 鞭内が

所調爆破圏内でゐって此の牛極外が即ち爆風現象

を呈する 諜でめる 。

1l' C1 闘は500米の上2さか らl噸の高也i爆裂蹄が命

中して 生す・る 爆波 をl踊示し7こも ので問中の結線は 。

爆 裂焦鞘から 二倍の距離lと於げ る爆波 を示 しTこも

のである。

ｉ ｾ ￎ￭ ｉ ｬＧｃ 依 っ て知 らる〉通 り 盤 力 の最大頂射を越す

と各の場合に於で も、 順次聴力が低下 して持続す

るに過ぎない語である。この場合 、留意 しなげれ

ばなら ない こ主は、燥波の睦ブJ の強 さ ( 爆曜日と云

ふ方が了り め い か も 知れない ) は並平方の法則

(l he  L aw  of invcrse s%uare) には依 らないが距離

を隔つるに従つτ 低下す る廊 力は明かに長 さの方

Jl. 1J ( Li neal  L aw) に従ってゐ ると云ふ鈷である。

爆裂帯の外図での爆陛は物績を破壊する迄 で の ｩ ｛ ｬＧｾ

力を有せ今順次低下して述距般に伴播する謀で 、

概算的に言って 、爆風邸時は爆製焦鈷からの距離の

2来 l乞逆比 して低 下するこ と〉なるものである。

ｾ ｾ＠ Ｒ Ｑ ， ｾ ｊｉ は大ー 気 中燥波帯の外ｗＱｬＧｃ於 ［ Ｇｽ る蝶波の概

念を岡示し に も の で、ｾ Ｎ ｾ 1  I品1とi ;f!日{す ると興味が

あろ う 。 即 ｴ，大韓 ｋ 於て雨闘のｅｬ ｦｊ 綿は相 似 ｾ ｉ 手であ

るが共波 のより短い持制の結であ る。

爆波の持E買はl民充J服薬の重量 に従って加大す る

もの で 、 霊童爆開な れ ばＥ秒 、 ・ ｩｫｾ 量爆 ｪ 唱な れ ば震

際的にはl;I O() 秒を 限度 とせられる。
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蝿 波 <Bl ast Wa v e s)  

先づ平均的l ' C 云へば5001す度の H. E. 爆弾に依る

爆 波と ｦＡＦ ｾ 女Ｈ ｂＱ ｡ｳ ｴ ｡ｮ ､ Suct ion) の初位( J ni tial phbse)  

は第 1表 K 示 し七如 〈、各距離に於ける正波主 負

波 ( Posi tui e and Negatuie  Phbse) の金持続 は:3%・ 0 0 0

秒で共li l!] F. 波は5;I . OOO- 句 . O( ) O秒の相異がある。

糊 カ 長 / 距 離 | 最 大限 宇/口。 I最大吸引 カガロタ

30  24 .0  3.5  

40 ¥0 .0  2. 0  

50  6.0  1.4 

60  5.0  1. 1  

70 4. 0  1.0 

一 一一

80 3. 2 0. 9 

90 3. 0  0. 85 

100 2. 3  0. 8  

120  1. 7  0.7 
4  

140 1.2 0. 5 

一 一 一一

160 1. 0  0 .4 

一 一一 一

180  0.7  0. 3  

200 .  0. 4  0.2 

第 一 表 波 長 3 0 吹

斯 〈のｾｪＺｊ <  500  J.tJ1tの H. E. 爆弾から生す る爆

風は共瞬間に於て大気! 取の30併に等しい風陀1<: 別

大ずるもので 、そのれは埠殻難から 50吠のと ころ

で約 800 着/己 択の底力 lて首る 。

伝 う云つ ?こがJ %0 0 0 秒の貼を限界として爆護に

よる推司＿ととｾｾ反動作 ｈｊ ( 負波) がり lさ起 る諜で、

此 Ｚ￭ ｾｬ￬ｬ 主作汀 ｪ は 即 ち爆琵と反封の方向 ｉ ｚＺ吸引す る と

ヱ υ 、 結果を招 今 ｫ す与もので 、 爆護ｾ 袋 つ ｔ こ とき建

物の窓等が瓜々 此吸引作J i J ぞ うけて建物の内( f! I! 1C

ケツ飛ばされな いで道の側に倒れfこ例ぞ見るのは

此の作川に依つに訴である。

爆 吉正の 威力 CThe Eff ects of  BJ. ast )  

上i氾の立rl < 正11えの爆風間は乱首るところ何物を

も押し倒す作 用がある が、それと殆ん と同時 iて負

政ｬＡｦｊち ｬ Ｇ￰ 吋 ｼ 性故ｾ生じて目的物を吸引する作片 ｪ が

地瑳す る認で 、此 の 場 合 K 爆破せら れ る 構 造

物κ あ っ て は 、共鱗浩物の有す る自己振動周波

( T he  Natural  Period  of  V ibrati on) 教と密接な る闘

係にあ るものであって 、新しも爆波の周波数 と自

己振動周波数 とが一致する場合がめ れば共 円標物



(C  PJ Jtj lf乍「日が作って燥破は共本来の最大爆盤以上

lて、より精大ナ る詰果を典 ふる 事 となるも のでめ

る。

建築物乃至柿造物 の有する問 己振動周波数は大

約三た去は; 示す通 りであ る。

400吠ノ丙サノ建物

一一一一一ー一一 一

IOOP. 民。

103 ..  

25 多
多

牛枚毛号線瓦ノ軽構造 20.  

一枚談 。 35.  

l Y， 多 45.  

ｾ＠ 2. 5- 31. 

一 一 一一 一 一一

窓21オンズモ/ 大サ2Yz I尺 X 2 l只 ω- 70. 

d  多 2吹 x 2吠 58 

第 ご 表 毎秒ノ 自己主量劫数

弘噸街宣安爆開 (Percusion bond) から生十る 爆風

は75沢、( 12. 5nn) の距殺にあ る普通家尽を倒し、

11頓爆怖は能く 150択 ( 25k) のNf i 般に あ る同一建

物診吹き飛ばすも のである 。

普通 の同IJ構訟になる建物に劃し ては500kgのH.E

爆弾は 50吠の距離を おりば些 しTこる損害を輿へ得

ない。

スヰス 同首局の設表せる公式は 、H. E.爆開の爆

裂 と共距離と爆風眼主 の附係は大約次の公式に依

って 示 される。

248Q  

P= -E 7 4/口"

Q= 爆薬の重量( 封痕: )

R= 爆 裂中心からの距 離 〈呪)

此公式は距燥がi訣 りに離れてゐない尚問にゐつ

ては宜験の結果 と合致する 。

組 織i生物であ る扉 、窓乃王IHltt VJ (収同の本土{ ょ

排出物は比類に入る ＿ご らう。Ｉ子宮 ｾ ｉ てあっては爆裂

の隅強弘f "c t l しで は これに無ほ. J J ' L1' め ることは論

今 る迄でもな いがJ fi : 測椛:u!i 物にあっては士: T1へ件ゐ

ものでめる。

開ブm，のある組構造物に拠ふる爆風取の威力が

ｾ ｬ Ｚ＠ I削立而箭 jてに起す推睦モ ーメ ン トは

MV= Pdt を以て表 lまし

'M= 単位面積に於げる樫構造物の質量:

V = 其構造物t亡推A'Eする辿度

構造物/

動数

サイ ク ノレ

毎秒

20.  

24. 

56.  

第 三 表

5.5 5.0  

500封皮 H . E. 探の卒均爆五童扶況= 於 ケル構造

物ノ自 己 振動 毅 ト其及 ポ R 推 膝カト 吸引カ表

P= t時間に働 ¥Ｑｗｾ 力 … ＮＮ e し

Ｑ ￭Ｑ ｈｾｾ 浩 物 の草 牧 師積 上に起 る 動 Ｉ｛Ｚ 終力 は

MV 2  

-ー三一= (Pdt)  22M 

そして木造建築物等にあって は其物の有する 弾

力性に依って上記の動[ 尽力の一部或は全部を吸牧

ずる 作用がめ れ 吸牧す る動l眼力は桃: i s 物のね./ 1""

方ｾの質量 ｋ 逆 比 する 。

宇佐l l E力の破壊作 Jli は表面簡懸の結果 17:・lli: 要な る

係数となるもので 、専問家の説 lて依れば、初盤 を?

生す・るに 必 要な る推 ｋｬＩｾ カは大 気 回 三 の ＱＸ ｾ Ｑ Ｙ ｩ 書の酢

力に相iI す る左 云 」、こ主で ある 。

1.:1. _1-.、
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防 空 と 建 築 熔 銑 嘘 の 遮 蔽 装 置

( 本誌9月競 11殻管板について w 補遺)

本誌) L月続l亡「防2f? と建築」 φ と題して都市の制

成と防虫担当裂に闘する調設及び戦時下の工場は長

期の股下骨tiilJ を行ひ、主主ん生産鏑ずとの活動を桁け

なげ ればな らぬから 、工場の煙火管制設備には熱

筑 、煤煙、千f悲 7/ ス、粉法等を 防止し工場従業員

の保健衛生施設を完全にすることが肝要なる所以

を述べ 、この日的の主主防安科製研究所のfif 究せる

時管= 椛の費E会主: J L: rt<:案の梗慨を説明f;iril 示せ しが 、

筒、之ｾｊｬＺ髄的 ｬ 乞建築せる工場「某機材 製 作株式合

祉の一部) を laclioiil 示しこの建築lて具備せる性能

を附記す。

本工場の特長

(  1  ) 、燈火管制中 l亡ても ヱr'';;;- 泊り作議が l十II ?!" る

こと、光線が外部へ漏れるのを防止するばか

りでなく、現想的な通風換気の作用をなすが

放に屋内のj扇濁せる安気や、悪ガス 、粉l1}f，等

を屋外t亡排除 lン得街生的7状態の下陀作業主? 続

行 b 得る。

(  2  ) 、不立の股火台'l i刊! 珪令の場合lて即l!iJ.{ が l-Jl，?!之

ること材料カロド永久的錯誤' 銀で、常時設備で

あるから 、他の股管資材の如< l 以外し ゃ取り

ｻＮｊ の煩 ｅ 貨と無駄な努力と時 ｉｕｊｾ 定貸するこ と

ない不; 古: の空襲曽根I' l : も迅速完全に依管 11

的に即肱し得

第 I 園

寺詩集者は陸軍少将防空科4事院究所長

x q  8  

岩
田

恒祭

Ｈ包Ｉ 、 ｾ ｽｪ 火材で建物のどの部分にも使月｝し得る

己と 、尾根 や髭而il ピ使用すれば慌火の1¥ざ晶、

j国j氏、換気の作月lrごりでなく 、不燃性金属鉱

なるが故に防火K 役立ち又替曲面の特殊作m

lと依り爆風の儒窓附T の破壊を防謎し得。

(  4  Ｉ 、 工場 ｾＱＺｾｩ 生を約 ｪｦ ｝ Ｇ ，Ｚし、作 業 能率の向上を得

ること。換気作用に依 り外部の風向には影押

なく 、拾え十清新な外気が流入し得るが放に

I::;j r : i f の熱作業主? 行」、工場にめりても 、従業員

の心身の疲持を料i戒し能率の向上を持続し件

i主意

l 、) L月蹴[ ; ;: ，j 示の屋根を M 字)1予lて設備せるは本

担築f変更に研究改良せるものとす。

2、緊迫せ ろ臨時態勢! 亡於て、餓材は うえ融制次

に ｩ ， 止も必 要 ｗｾ く可からさＧる資材ーであり 、現下

位材集牧につき政Jf. f( 主新なる機柿を法制化し

カHるl亡、l ( 川よりも臨Hi のjj' 法を筑間j しつ〉

ｩ｢ｾ 、 こ の 時 ｬ｣ｩｴ り防長設備は同 Ｑ Ｚ 1: 防術上の

- I!if. L':! 笠.j )k として絡設に要 する銭材も亦J 与の秘

lidl て属するものなるが i
l

，皮lて、官; 局も之11: M討す

る限り統前IJ と配給に一考慮を加! へつ〉あれど 、

WI 来得れば餓材 K 代石代打iriil を充1，J ; し得るな

らば、開策上最も軍婆なる事: であることを 思

料し、股火銀の資材i乙研究工夫を練ち今阿ス

レ{ ト 製時管銀の製作を護明せり。これは従

保工場の岸根 l亡使外jせるトタン張11: 換へ、而j

も Ｎ Ａｾの効川 Ｈ主 主 ｉ ｃ ｦ￬￭ｪ 越せ る［ 際色 ・ 銀の機能を会

ょ、し得かねて、餓材統制の 11的に合致し所説i

- ＧＱ［ 三 日の貰 ｾ ｾ殺 を杢ふし得＿こりも、 ｊ ｾ の榔肘 ｬ 及

説明は次Inl の本諸に寄稿せんとす。

l  、熔銑壇遮蔽装置についての説明

本=i週の .;- ￸Ｎｾ銑 ｴｉ 設の遮 Ｑ 止装置 」 は ＩｔｕＮ 主に於ける

熔銑域の構成 l亡は迭風機K イe! c ' : > 強力なる火力を起

す1雪氏、官芝生する熱気主火焔は、煙突を屈曲する



力、或は之を長〈し Ｎ 火焔ｾ ｟ｉ Ｍ Ｎに川さぬＫ ｾ ｾにせんと

沈み るとも共の樫道は時!nlの経過に作ひ、熟度カ

上昇-す る1'C. { : { ' { り作業の続行と共1' C. 煙突の一1て部 lと噴

出する火焔を遮蔽すること能はぎるに起肉す。き

れ ば 熔 銑 埠 頭 l乞! れや る火焔を遮蔽せんとするに

は、先つ' 共の火筒を合王l J 1 的l乞冷却する事と 、克に

残る火光を遮蔽袋世 l亡イ去って廃王持することと故後

l亡熱気 と酸素 e l"Ci k り不完全に冷却せる 溢 般化決

議が再護火の原因を なすから之を防止し件る安全

ｪ 長ｊ［Ａ ｈ の方法 として｟ｉＭＮ層部 ｬ ｌＷ ｪＨＺ ｦＮｾ冷却設 備を 施設す

る方法を研究し、 2をに熔銑憾の火ifi 完全遮蔽l亡戊

功 せ ん 本 研 究 は 防 長 待 感E研究所・技削減久三郎 氏

の護明に係り特許( 第十三高七千八百七十三 蹴同

ｕｾ 十四寓二千八 Ｍ［Ｇｪ 七十七競Ｉを件某干 ｦ 丁ー坊の蒋芥

認定を粍て ｼ 司下質施の設計 ｲｾｬ にあり。

2、園解説明

知 1 ｬｩ ， ｾ ｩ は蹄銑静瓦賃上 ｬ 亡装置せる正面午 断 商を現

はす。 ｾｮ 闘は共側商を現はす第 Ｓ 岡は千而を現

はす。 ｾｾＴ Ｑ ｻｨｬｬ は Ｗ Ｑ＼Ｎ 幕装置ｊｉｩの環Ｑｕｾ多孔 ＧＱＺ ｩＧｏＩ 平商 ＵＷ

ｾＭｮ同は冷却水迭管の平而を現はし ｔ こるものトす

5、構這に付て説明

; 1 > : 遮蔽装置は熔銑j臨頭 l乞フレンチ lて依 り直接 装

置するものにして装置の最下部( 毎日 1m 5 ii 品i参照)

第一|前1(2)の内部K 多曲僚連絞管 (!;(C 5  1司(6)(9)) を

装備し 、 常 ｬ 亡 Ｗ ポ ンドｻな の動車ある Ｗｫｾ llii じて除

銑嫡より k 昇し来る火焔と熱気とを冷却す。 Jl: の

ｊ ＺＭ Ｎ Ｑｾ 官は郊 Ｑ Ｑ 品 Ｑ Ｈ Ｓ Ｉ の煙道 ｬ 乞 接続する第 ＱＱ 副 ＨＴ ＩＨ Ｕ Ｉ の 外

郭を有し其内部には遮蔽鉱 ( 第 1 ｩ 高 Ｑ Ｈ ＱＰ Ｉ Ｉ と其の Ｍ ｾ ＧＮ

部 K 間錐形遮蔽今( 第 11誌!( 11 )) を設け共上i百巾

間に環 Ｎ ［ｵｾ 多 孔 管Ｈ第 ｬ 問 、 第四ｼ同 Ｈ Ｑ Ｒ Ｉ Ｈ ＱＳ Ｉ Ｈ Ｑ Ｔ Ｉ Ｉ を悲

備されて此の多孔管( 第四! 包¥( 12)( 13)) の雨皆 より

冷水が通じて伺闘 (14) の多数の小孔か ら其冷7)'( を

川 ｩｦｦｾ 記 ｾ 散 ｦＺ ｴ ｕｘｾ＠ 1  ｉｾ ［， ｩ＠ ("1  1)  ) の L I i 古{ に噴出し同余下

端何回下方1"C ｉ ￇｪ ｬ Ｎ ｪ ｬＧ ｾ ｬ ｶｫ ｦＮ・ ＧｾｾｦＱ ごり遮秘奴［［ｲｾ 1  同( 10)

( 11 )の排気IUl w. t から排出する熱気を此7K幕I 1: f去り

再び冷却し J-. 升せる j溢画変化筑紫の再燃焼を防J J : し

得るのでゐる。これど共に熔銑焔l亡特有の次E裂を

この7K幕 l乞依 り完全 i乞落下させ 、第一同( 15)(16)の

ほ康管よ、り水部の水と共K 一定の例所に 排/JI，する

機能を設備せるもの でめる 。

4 、機能について説明

t) ._f- ..  ぬ如き装置を整備ーせることにより解銑埠よ

り上昇する允焔は遮蔽装置の下部 l乞設げられ? こる

ＡｾＮ， ｾーｼ品 、 第五 ｼ 凋 Ｈ Ｖ ＩＨ ＸＩ より［雲水せる水により冷却さ

れ冷水は火焔の熱を吸牧して熱湯となって第 l 回

( 7) ( 9) より }I問攻油常の熔槽に iきられ、火焔は冷却

と同にそ丈縮少され ＿ こるｦ［ ｢ｕＺ 去 Ｗ ・ｾ続げるが再び ー Ｑ ＭＮ

Ｑ ［ＱＱ にめる遮蔽 Ｗ ｋ 幕設備Ｈ第 ｬ 問 Ｈ ｉｏ ｘ ｉｉ ＩＩ 第 Ｔ Ｈｬ￭ ｾＱ Ｈ ＱＲ Ｉ

(13X I4)) の作月Jl て依 り光は遮蔽鋲( 第 1 凶(10XII )) 

と共外字1¥( 第 l 附(4)(5)) 1'C.依 り角度 的に完全に遮

蔽さ れ得るのである。 殊に熱筑 t亡混じ? こる溢酸化

茨素は環!l た多孔管( 第 11品、第 41同(12)( 13)(14)) の

噴出せる水幕l亡依り冷却され溢酸化茨素の再獲を

完 全lと防』・し 、熱気と共 ll: I-. .Ji- し来る熔銑櫨特有

の双眼 もj前泥水 幕lと依 り洗除されて7K蒋 O) 7K と陵

県ＱｪＺＱｦぅ ｬ ｬｩｾｉ Ｈ ＱＵ ＩＨ Ｑ Ｖ Ｉ Ｑ 乞 依り［曲賞 の場 所排除せ らる。

要するに本遮蔽装置は火焔遮蔽の外に防火防塵

と熱景色!fj 約 の三要素を録ねるものと いふことが出

来る。普泊の: 煙突を遮蔽するにはt j ' C 1 凶(10)( 11 )の

設備のみにて完全 lモ光源を遮蔽し得るのみなら十

自然風が遮蔽鋲 (10) の1m隙を通過するに首り、煙

突内を上ｾ・しである 所の熱気 ｾｖｉｾ 針流を良くす

る如 〈、角度ーを聞して その門 的を建し得るものな

ることを附 i記す。

9  ) ( 11 
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新 興 木 構 造 の 理 論 と 賓 際 ( 2)

ll[ 木 材 の 接 合 法 ( 承蔚〕

( 2) ヂペルに11<る木材の接合法

従米木梢浩に於ては 、l位{張材ーを利用する ことは

仕 円の困難から忌み嫌つTこが、 ヂベルの登達は腔;

張材の仕 口を容易に依るこ とが出来るので、骨粗

の ｍ Ｉｕ ｾ の 撰爆 に膏 し められ ることがなくなっ Ｗ この

である 。1笥逸K 於げる 新興木構造の琵建は一つに

その主要鈷fこる デ -':: 7レの案出主改良と iて負ょ、躍 が

多い。 それ放ヂ ペルの古都も 2 百数十開績に 分か

れ各々 その特徴 l乞従って利月J されて居る ο 併しヂ

ベルそのものは軍制で千f効に働 き得るものではな

い 必 今 ボ ー ル トの援助を必要とする 。他方ボ ー

ル トも亦率調陀使mすることは必 Tご不誼首であ

る。即ち ボール ト按合はー・般に必十局部破壊を伴

ふもの で、第 4 闘の如く部材相互の境fなが奔しい。

従ってボ ール ト接合のみに頼る時は、骨*11の饗 形

lと依り 意外な臨力が誘護せられ、材が破壊するに

至 るこ ともあ り得るので 、骨組金謹と しての強度

を確保し ｾｉ ， い。悲 ｴ 亡ヂ ベ ルの 必 要が柿感せられる

のである 。

拡 Ｕｬｩ ｩＺｩｬ の桜 に 古 ｾｩ｜ 材の緩合を単にボ ー ル ト のみ に

頼らすＧ 、 ｡Ｇｾ 6  j;'NIの虫f 1 < 接合商l乙木製の太柄叉は肢

を打込ん で可及的lて鑓{すー を防 ぐことは 、 日ノドlて於

て も古く から普及せら れて居る 手法である。

然しこの利用は一定の; j ;U間切; ゐって 、車に合成

梁或は長楼手の時にのみ使:土れ奇もので 、曜に ロ

i J 4圃ボルト結合の磁漬

来筆者l主日本ライ ト建築株式合世技郎

宇
賀

第 5 置

第 6 園

神行

持4

'.、

一

.'" 

{ ドを? 分婚すると

共に艶位をノj 、な ら

しむる目白句i亡f交り

利用範園は極めて

挟い。

ポールトを含ん

で第 7 闘の如〈配

されるデべルに依

る接合法の利用は

非常に蹟 〈、この

方法に依る時は態

カの停達は主とし

てヂペルに依つて

なされ 、ポ ール ト

は締め付ける丈の

禾IJmであり、叉は

翠にヂベ 71.- 1亡協力

するのみである。

結りボ ールト 4 本

を必要する緩合音j;

l亡ヂべ、ル接合を利

刑すると教{ 1 I i 1のデ

ベルを環献に配 し

て、 2 本のボ ーノレ

トに依ってI持者J:).

ー上の接合強度ーが得

られ且経炉( 的にも

有意義にと云ょ、結

J誌にな ろのである 。

デ.べJ レの種類は諸外岡及吾 日本 i乞於 ても近時海i

く考案され三百飴種を教へられるが、施工の方法

lて依って彫込式と歴入式主 に大別する こ左がHi 来

る。

ヨ たに ｦ 雲表 的なヂ ベル の 設ｦＡｔ ｪｾ カ ＱＱ へ て見 ょう 。

彫込式のものでは先づ第 81聞の如く Doppel keg-

el dubel 樽形ヂベルと縛するものが梨げ られる。こ

ｾ＠ 1  XI  ｾ＠
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第 手 国

第 8 掴 梯 形 デ ベ ル

れは滴逸の Karl K ii bler 令祉の製品でーボ - Jレトを

樽形金属の中心に泊して、この J陣形片ぞ部材の接

合 商11:: 1彫込み配置し縫 f(;: を可及的に防止しようと

して居るのである o 1-1"ては堅木製の ものも見受け

られる 。

民ng di bel 輪形ヂベ ルは Cai"1 T  uchscherer の試

み ｔ こヂ ベル で Ａｘ ｾ ＹＱ 品 ｬ の設に材の 接 合商を問形 ｉ ｌ ｉ ｾｾ

込み l 断面の リング形のヂベルを差し込みボ ール

ト締めと な しTこものであるが施工上雨材が必す' し

も正確に合致j出来な L、慣がある。接合効果は比較

的良好である。

Ｎ＼Ｇ ＧＧＧ抽罰 匝ＮＮＮｾ

第 9 彊 リ ン グ デ ベ ル

XI I  1 2  

Tel l erdu6e1 .llJ1j 1ヨチベ ルは Chris toph & じnmach

'f?nl止の製品で第 10画の様な T 断商叉は Z 関? を有す

る即日吉ヂペルで 、 リング ヂぺ J レと 同様ボ ール トの

局部臨力を分布しようと余て? こものである。

ｒｩｮｧ ｦＡ ￼ ｧ･ ｬ､ ￼ ｢･ ｬ 翼 付 輪 ｬｲｾ デベルは ｄ ･ｨ｡ ｬｬ i社製の

もので第 111品の如 〈リ ングデベル l乙並行叉は交叉

71J ¥1て方射Ji を附し1こ! 形込式ヂ ベルで 、元来木材の

駆縮強度が繊維方向i乞依 って異る故、こ の リング

ヂベルの翼を遁世の方向lてJTx1すけ、 垂直のir.;主込を

少な からしめよ うとし て居るものーである。

F  ederringd  ｾ Ｇ ｢･ｬ 開性闘盤ヂベノレは ｐｲｵｬ schuly 枇

の考案に な るもので 、第 12岡の如〈弾性J-jーを付け

Tこ丸'J j手の膨込みヂベルである 。これはポ { ル トを

締め付 け?二時、ヂベ ルはその開性作J l ] 1亡依っ て或

は太材の牧縮に際し? 二時すらボ ールト方向は常に

引張力が働き Lockern がな い 叉 木の牧 縮 時 削探

しでも構 l亡しつく1 ) i荻まって居ると云ふ特怯rがあ

る。

J I; のf山彰込式輪71ヨヂベルl乞は種 々改良考案せら

れにものがあり 、調逸の Stephansd，ch 令枇の製品

Tこる Stuf enr ingd bel 段欣輪形ヂペルと云つ? こ文字

通り 喰 j主ひのあ るリングヂ、ベ ルや、Ott e Appel 杭

の Ri n3keildubel 模欣輪71手ヂベ J レと云つ? こ棋fl たをし

に 1) ングヂ ペルも見交げられ るが各々一長一短が

あ れ 効 果 が 良好なものは彫り込みが至難である

と云ふ諜である。

ｉ ～ｪｾ 込式に封して陛入式ヂ ベルの 特 黙 は 、 尖鋭な

る脚を? ?邦材 の接合面 l乙打込んでヂペルの目的を建

皿 形 デ ベ 凡

第 I O圏

持参 U:w

第 11園翼附リングデペル
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ｾ＠ 1. 草性
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調性I I 1I I ヂベJ I ，

. 12圃

第 13薗

第 14圃

さうとする方法である。

崎重 ( KS)  

/" 

オスロの o. T  eodorsen の 考 案 し に BulI dog

Verbi nderは主として北ヨ{ ロツ パで利用主れて居

る。これはお ｾ ＱＳ Ｚ 通 Ｑ _I )胡zなものを部材 D談合厄II 乙古;

て第 141剖 j) 如〈ボ ールト締めを行ふものである。

材料は鋭ほをプレスして角叉は 丸形 として雨簡に

凸起を作って居る。

All igator Ri ngdli bel 鰐欣輪形ヂべ J レと梢 ずるも の

は同じくスヱ ーデン地方で用ひられて居る。波釘

を リング欣l亡し?こim入式ヂペルである。

H本でヂベ‘ ルの利用せられ? このは葱数年来の こ

とであるから嘗然ヂベルの登遣も遁れて居 る議で

ある。彫込式 としてスチ{ ルサッシユ材 を切 h取

つにものや リングヂベ; 1 - 扱てはスパ イク形の鹿込

式ヂぺルの製品も市場! 亡散見し試験成績も 護表せ

られて居る 。

共の中大報省管絡管材局考案のコ マチベルは第

15岡の様なもので 、接合部材 の片商へ第 16閣の如

く強めホルダ ーを使用して所主教打込ん で置き、

次に接合せんとする部材をボ ールト 孔 lて合 はせ? こ

J でで 、第 17固の如〈デヤツ キ等を用ひて締め付け

るのである。

コマヂペル lて似 て第 18脳lの綾な 3 本脚を異方向

lて出し? このも見受けられ る、。これは織本道三郎氏

の考案で、 コマヂベゾレの 1;本脚に比し強度が比較

的ょいと云はれて居るが 、 米 ｲｾＧ 比 較試験を し＿こ結

果を聞知して居な い。参考迄tて織本氏の試み? こデ

ーター を第 19嗣として引用して見るこ 主にする。

トラヂぺ ［ｌＭ とか ｈ ｬ ｬ ｾ ヂベル と か栴 して商品化し

て居るものもあるが、今後その試験結果 は大いに

注目をヲ l くことになら う。弐に筆者の考案しに二

三のヂベルに就いて蛇足を付加l して見ると、 O 式

ヂベルに虫色 ｉ し て Ｓ 本脚ｾ同方 向 に 市も脚に逆日 を

付・けにものはどう か と思つに。調印20闘の如 <J J¥を

l司方向に出十方が筆者はよ り効果的であらうと信

じて居る 。共の他節黙を滑色(j ie な し得るヂベルも

母車

あるが廷には省略することにする。

第 1511 プ ル ド ッ ク ヂ ベ ル

1 3  XI ， 



第、16圏
第 17圏

澗逸 l亡於てはお'¥21 ji(;dの桜な Kl am merdli bel 縫 形

ヂベルと云つにもの 、 己主は ｴｴｾ ＲＲ 凶 ｩ の ｬ 道 イ ［ ｊ 閣盤ヂベ

ル と栴して彫込 ｾ 入雨式 の長所を取 入 れ＿ こヂ ベル

もある 。斯くヂぺルを説明し続ければ際映もない

故、 こ の 溢 で 打 切 れ ヂ ベル接合 lて依る 場合計算

上ヂぺ ルの耐力を如何に決定すー可きかと云」、問題

がある。外国文:獣或は活閣に於ても故近ヂベ‘ ルU)

強度試験結果が蛮表せら れて居る故、こ れ等を参

考とす7るのも結キ蒋であらうが、ヂペルの耐力算出

は貰験1直をもとに して、最大荷重を安全率で除し

て求めるか比例限度或は降伏黙に於ける荷重を以

てヂベルのimt 力と見ること が無難の様であ る。

ヨたにヂベル接合の場合にこれに使用するボール

トの問題がある 。常に接合部K 荷重がか〉って魁

位が進むにつけ、ヂベルは廻持 して前記第 7 闘の

第 Ｔ 友 ［ ｾＡＷシヤ ー の表

ボ ーノレト 由径 ( 01m) I座金ノ直径叉 | 座 金 / 厚 サ

ハー溢 ( mm) I  ( mm)  

W ( 9 mm)  I  55 I  5  

ｹＮｾ＠ ( 12mm)  70  7  

ー 一 一 一

3(. ク ( 16mm) 90 
句り

ｾ ｩ タ Ｈ ｉｾｭ ｭＩ 120 12  

ヂペル接合の貰際 ｊｾ のね見は ｉ 廷を改めて詳 ｴ ｬ ｬｩ ｬ 亡

述べるこ 主にする。

如 〈繭材を押し分りゃうとするブj を生中 る。こ の 第 18圃

場合ボ ールトは嗣材を締め付げて、隔材の制維す

るのを防ぎ 、ヂペル v) 強度を更に増加せしめ ゃ う

とする。即ちこの場合ボ ーJ レトは引張材として働

くことになる のである。放にボ ールト の座金の大

きさが減込iて閥係する lて到る。締りヂ ベJ レ接合に

はE互に努力を長げ るポ ーJ レト接合ω場合よりも 、

大なる座金を必要とする語になる。

又時として底入式ヂ、ぺ Jレは 、その締付ポ ーJ レト

を利用して肱 入しなければならな い場合もあ るの

で、踊付ボー ル トは成可雨捻子でゐる ことが相胎;

しい。

ヨたにヂぺル接合に不可欠の締付 オミ{ ルトに 必要

な座金の表を記し て見 ょ う。 、

XII  1 4  
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発 令 :if.."W/ 副 4;::. Jr: 古語I 嗣

宮町20週

民t・m m・. d面b・l ez>lIlI用法

第21圃 上

第2111 下

第22圃 歯 樹 値 重 量 ヂ ベ ル

(3) 釘に依る木材の接合法

釘はよL較的古 〈から簡便 lて木材の接合に! 日ひら

れて来?こちのであるが、主要構造材の構成K 使用

される厳になっ? このは最近 の ことで、 部材 を釘 l乞

依って打固め力準的陀強い集成新商を作る こと が

新興木構造の一手法となっ?こ。

本誌節24輯第 11披にも釘付梁の賓験報告が記 さ

れてあるが、既 lて先進園調滋に於ては DI NI 052rc

於て釘の使用法を詳納に規之 して居 る。

建築の構造材接合 l乞釘を使用する場合最も問題

になるのは釘の強度を如何に扱ふかである。

通例釘接合の; 場合には釘の引抜抵抗 よりも 釘が

木材ーに及ぼす孔底力の影響が多い。此の孔駆 ) J e  

は釘がその判11'[ 垂直なる荷重金受ける時、釘uコ打

込みのf &1' L 生じ仁木材の阻筒形孔の斗三分の塵縮 [函

に依 り木材K 作用する力を云ふのである。 、第二十

三岡は此の朕態を示して居る 。孔座強度は木材の

盤縮強度 lて|体j係し叉板の!手さと釘の直怪 との比I.! [J

板の厚さ

も細長1ヒ...l = 一一一一 及び木材の含水量 とK 胤係

&r の直径

含有する ものである 。

孔lI! l J に闘する賓験は W. St oy に依って種々な

る結果が護表 されて居るが( 建築察研究第JO[ 盟主参照

P37 - 39) 葱にはその結論と して次の法則を記載す

るに止めや う。

即も 軟き念7k量多 き年輸の繍つ? こ木材、従って

鹿補強度の ｉ ｊ 、 なる 木 材止於 で は細長 比 の値ぞ ＶｾＷ

の聞に遷ぴ、反l J I' Ll A縮強度の大き な硬い乾燥せ

る年輪 7) 狭い木材 に封し では 8 以上を選" ' " 可きで

あり、叉厚い板を数少 〈用ふ るよち薄い板を数多

く用ふる 方が有利であると 述べ て居 る。

木材の繊維に卒向に 働く釘 | 本の耐 j J ; ぞ示せば

下表の様で あ る。

1  5  XI I  



屋官・の] i @:蹴告は数種のEZ物にお し極め詳細に護

表されて居る 。 ( T he glucd.lami nated  Wooaen  arch司 l

- ?1:i与J 前

939)  

何れも宜ー験結果としては良好でめ れ 今 後 の新

興木構造YまI! 琴着法を利用して大いに進達するもの

と考へ られる 。

i毘着法ーのL J . i J f として翠¥i f られるのは 、任意の j診

をし ＿こ 断面が件られ 、 長 さ ｉｃ 於て も絵手に 無 ｾＡｈが

起こらない。又大 きな 元! 匹 }J なしに繊維の泊つ?こ

Jjjj り材を造ることが出米るおに局部臨ゴJ の誕影響

ヵ:均ミかれ る。

防rl 訴を! 投損しないで接合し得られ、ヲ| 張材を作

るの に も ｵ 、 Ｎｊ ｾ［ ｗ を感ぜ子 、 継手仕 口 をナゴヒ分剛にする

ことがi 1lボる故、日参着法は木構造lとラーメン力撃

を迫要 し得るに 必安な唯一の手法である。

又その短所として、泌ぷ熱気K 依る悪影響が大

き し 膝 着 力 l亡種々の i掛子が尉係して居るので 、

施工上十二分の注意が必要で 、且施工上の不注記:

l亡似てる謡影響がl泌る大きい。

此の様に限措法 lとは俊れfこ黒占も あ るが 、その最

大 ｩ 決裂占＿ こる 接着剤ｦＧｌ ｊｊ 雲 、 カゼイン等を ｾｭ ふる故吸

ＷＩ｜ Ｚ Ｑ ＱＺが大で 、 おしもそれが滋ｾｻｦＧｌｗｬふ と制 維し緋

浩 ー 日ド 常な扶陥ｾ生今るに至る 。 然 し此の扶鮪は

接着剤 IC種々 の改良が力Jl へられ、合成樹脂系の石

坂 猷 フ オ ル ム ア J レデ ヒド樹脂の両T k性が優れて居

るのを利用して着々耐水効果ある接着剤が護明せ

られて居る。

叉接着後泊首な防 水 魔王型 ｾ ｨ 厄 せば 、 或る程度吸

漁性を防止することが出氷る。高i燥で極めて僚件

の必い吾図l乙於 げるJ j 参活法の普及l立、今後如何に

11出水効県ゐる接着剤Jの護明に係 る所で、之は潤 b

建築構jsi ;.j .:て 必要を J藤守るのみ止まら今 、 べニヤ

械生産lま11乞飛躍しTこ舌日本の建材界に耕せら れ?こ

] 広大問題と見ても過言で、はない。( オミ完)

一. p

| 安全耐カ Nω |
一 ｟Ａ｟ＧＧＺＺ ［ＧＡｓ ｾ ｉ 備考

全会 |  杉 |  

ご商場断の場合 Ｑ ＴＵ 凶ｾ I  ＳＵＰ､ｾ＠ 1  d=  

一一一一一一一一一一一ト一一| 一一一一l 釘の直径

一 面 現 断 の 場 合 [ ＲＰ Ｐ､ 什 ＱＵＰ､ｾ I  ( 吋

前述の材厚と主J 粧の京ru長比 のノj 、さい場合 、即ち

材厚κ 封し釘粧が大 きい場合は 、打込みの際割裂

を生今 ると強度が著しく低下する 故細長上じを 6 以

下とせしめぎる こと が肝要である 。こ のおめ二同

勢臨rr の場合は釘長は材)手の組手J l より 3d 以上長〈

仰し、 先端を力の反針方向に折曲げ、一瓶事主筋U)

: 場合はJ i ' 側材の j扉さの二俗学以上の長さとする 必

要があ る。

主J の配古学であるが、こ れは整糊されて打仁れる

時 、釘 lil J陥は最小値 として弐の値を取る 。

@ 加カ方向l也子行なる方向

材の荷重苦?受りる最端部より

釘相互の間隔

材の荷重を受けない最端部よ b

⑧力H力方向に=垂直なる方I，"J

材の縁よ り

釘相互の間隔 5d ( d = 釘の維〉

主J打構造材の仕 口&fuTの打ち方l亡就いては項 を

改 めて詳述しよ う。

(5) 腰着に依る木材の接合

接着剤を? 柿i主用K 1J 1，、ナる様になっ? こ のは極く 最

近の ことであるが、既K 濁i急k 於ては梁及小屋廿

陀薄い板を重ね て任窓な71' b7l kとな し、 之を謄着し

て貰 ｾ ｭ f'L il l . ょして尼-る。

際通: し? こ構造が他の接合法iと優れて魁ることは

第24闘の荷重にイ去る盤位を比較して見ても解る様

に接合効果は非常に有効的である。

米岡林産研究所の T. R  C. Wi l son  !C依る勝着小

Xl l  

一二三重量一平P

12d 

IOd 

5d 

5d 

釘一本の安全耐力表

態首長

J  

-

一
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金 属 類

金麗類田技令に就τ

邸 tc新i叩続上等で御承知ろ如〈関防重要資源で

ある餓、銅D 回J政令が公ギIj されまし? ご 3 従来も之

等金属の屑類授品の回l汝・ま? で漉されて来て居りま

しfこが、今回 11) 特別回牧 iこを? きましでは現用品を

も- 撤去I i :!IJ炊きれる事 k なった のでありま す。閣令

で指定されてゐる物件を見ますと次皿、傘立と云

つ? こ直ヤ右から左I-c1J UHし得るものもありますが

ス手摺、樋、シャンデリヤ等建築物 i' .c .:.:-z付けられ

てゐるものが非常に多いのであります。之等tま2五

Ｗ 売の上から見ますとｾ倒的 ｬ と多〈従って最も ｬ ｬｩ 要

な日的物と考へられます。然し一方現在1Hi i され

てゐるも のは何れも使用 目的を持ってゐるもので

ありますから、代替物を必要とするものもあり 、

又法令[ ' [ . / 1 : くって設備されてゐるもの 、他の代替物

では危害が作」、 j誕があ るものなどあって貰ー際供111

lと首つては種| 問題どなるものもゐ . ると考へられる

のであります。商工省 ( C於て;こめられましに法制

方針l亡於ても( 他の〉法令の規則 l亡依って到着j ; J を

必要主する場合 l亡は府知事の許可を受けて供出し

なくとも良い署長 l乞なってゐて明瞭なのでゐ b ます-

X 危告: 防止上特K 凶収物1LJ:.;o備付金必要とする場

合 lて付ても同様であります。

J治同じ〈撤: 1 と供出するにし ても 親切な撤去の方

法があると考へられる のであります。建物 も荒波

させてしまっても闘はないのなら兎に角 、従前illl

h筑持 よ〈使用し得る矯には親切な撤去の方法が

ゐると考へられます。例へば是非備へ付を必要主

する手摺を取外す場合 (Cはパイプを文へてゐる握

り金物を共ｦＮ ｦ ｾ にして泣いて代柱物の取付・を容易に

するとか、怖二{ . を撤去する時l乙大理石を打ち壊さ

なくとも埋め込んで ある部分は浅して泣いて代替

物取付けて促するとか、そ う云つに方法が取り 1.'J

ると巧へられますっ今- 問: J ) 特別j 回i枚も愛関心の護

持として行はれねばならぬものであります。従っ

て大阪府の主務課で ｩ Ｉ る振興課に於ても ｰｾｪ 工省の

指示! て依り法令. ，c: 依る強i!i!) 供出命令は初めからは

/'H  ｾれぬ様 で あります。 こ の褒閤 心 を傷つけ ぬ篤

にも親切な 同牧の仕方が我々に依ってま汚へられね

回

ばならぬのでゐります。

枚
A  

V  

以下金扇類回収令の主旨 、同ィf i ' 立立にらi保法令の

ｦ 長文、 ｩ 司ｾ文の方法 、こ れらの混 用 方針等 に就て商

工省、並に大阪府摂興課より従/ I J されましにパンフ

レツト共他の文書rjl より建築議に関係、深い ものを

抜梓ずる事とします。

①主旨並に法令の栂要

特別回収 は 現在夫んの ｪ 刊主主 ｬ て使 Ｎｆ ｾ ｪ して居る Ｔ ＧｴＧｊ 品の

回牧であるから 、一般回牧と異なり質施ー卜Ji立々 の

ｬ 羽難のイヂすることは ｬ がす迄も会 ｬ ｦ［ｾ、。 ｴｾｴ Ｂ， ｾ 物 件 の似Ｚ

Ｏｊ｜ｬ ｴ 付では供出者侭 Ｑ ｝Ｑ＾て於て自設が ｾ ｩ こ協 ｽ ｊ して行か

とうする策還な 〈し では問滑なる詮行は到底不可

能である。長ｪｊち Ｍｾｬ 究開民の愛関 心 に前Ｚ へ時局下 Ｈ￪

於て緊要なる重要閥防資源7 ) 供出を要請せんとす

ることがt ' J' 別回牧の本義なのである。従って今| 白l

の鑓製品及銅製品の特別凶J放は飽迄ーの愛嗣運動

精神運動を基調として貰施せんとする方針ーである

が 、精.ii l!1運 動のみを Jえでしては共の目的を達し; ) i I t

き場合も想像されーるので1mる場合! 亡備ふる 7こめ特

に岡家総動員法 ｬ 亡迭〈金見込 ｪＡＡ｝ｊｦ ｓ｣令ｾｾ［ ｉｪ Ｚ 乏し高会主＿

期し? このである。以上の如き理由に依って本令の

; 血用範悶も桜めて局限され?こ部 面 i亡限られ共の他

の市 i閣に封レては精f，1! 1 j 主動のみを以て目的を達成

すべき ことt なると共κ 、貰際 i乙木令の規定が護

動する場合 ｬ 主 将 ｪＺ � ＡＱ 運動ｾ以てしてはＡ こ ｩ 拘 を迷し見 ｦ ￭

き場合とする考で ある。

本令 fC} j さては先づj自n1の到象となるべき物件を

IIJJ 確にする矯餓製品及銅製品( 銅合金製品を合む)

を公示し之を回牧物件と稿することとし? こ ( 第二

僚) 回lは物件fC1.j ては共の所作者の何人 fこるを問

は や回牧機関 ｬ て却し譲渡。 ｱｾ 込を ｦｩｴ Ｇ ｴ べきことを

地方長官 (C於て勧告し得る ( 第五僚) 児に回牧物

件の内特定の施設 lて存する特定の物件にイ・jーでは譲

渡 ｾｬＺ の他の ｪ 是分及移動を禁止しＨ第三依Ｉ一定の

jUj 円迄 l乞回i除機闘にきj し譲渡 7) 申込を駕すべ きこ

ととしに( 第六後〉昂三僚に{{c りEEf 号、及協動を禁

止されない物件も特定の地訟に存ナるものに付て

は商 工大 臣に於て ｅ 塩分及移動禁 止 を篤 し譲渡ノ ｾｨｬｴ

;hi J ヲ常 手、得 ;t コトト シグ( 第問築及第七僚) _r :  

1  7  XI I  



述ノ規定ノ運用トシ テハ、 先ヅ底分及移動ノ禁止

ヲ主主シタル後譲渡申込の勧告を? 鴛し、底火の勧告

に ちて もf {，j 共の 目的 を建成し難 事場合 iて於て譲

渡の強制を魚す還とな るであらう。

以上の如 き方法! と依 b特定の施設に存する凶牧

物件に何回機聞に到し譲渡の申込あり fこるときは

回牧機闘の請求 lてLrI，!{ じ所有者又は占有者は回牧物

件 の引渡を矯すべ きも のとし( 第八僚〉撤去費共

の他引渡に要する費用 、修理費、代議物件の償額

及備附に要する 費n J ( 回牧物件の償額との差額{て

限る Y は回I除機聞に於て之を負婚 し〈第九保) 閤

- 1l ] Hc : 於て共の舗を有11.0)) 金として交付する。右の回

牧機闘の負婚すべき制は商工大臣の定 IJ る恭議に

よJまき賞事者間H'L於て協議 し又は地方長官の裁定 し

? こるもの に依り決定する一こととしに( 第イ帳 ) 回

牧J機関の譲受レ11こる回Jt矢物件: ま之を他に流用せし

めす・一定の経路 K 依り集荷される様に統; j il Jする措

置を講じ? こ( 第十四i氏〉更に他の法令に依る乎税

との関係及婚保憾との闘係に十J ても規定し? こ( 第

十一保及第十二僚) ｩｾｪ 本令泊ｮｊのＺｦ Ｑ 象となる ー べき

回牧物件及施設に不j ては別 l乞回牧物件及施設指定

規則iJ ( 昭和十六年閣令第二十披) を以て指定し九

月一日より施行し? こ。叉細目的事項に付ては金属

類回牧令施行規則( 昭和十六年商工省令第七十七

蹴) に於て詳細なる規定が存する。

②金属類回肱令並に関係規則

勅令第八百三十五枕

金 属 国 牧 令 類 ( 伊脚拐マ目亀有)

第一保 岡家組、動 員法 ( 昭和十三年勅令第三百十

七競ニ於テ依 J レ場合 ヲ合ム以下向ジ〉第八保/

規定ニ基ク回収物件ノ譲渡共ノ他ノ庭分、使H l

及移動ニ開スヲ命令娃ニ国家純、動員法第五線ノ

規定ニ基ク回収物件ノ譲渡ニ闘スル協力命令ニ

付- テハ本令ノ定ムル所ニ依 Jレ

第二僚本令ニ於テ回収物件トハ鏡、銅又ハ黄銅

青銅共ノ他ノ銅合金ヲ主タ ル材判トスル物資ニ

シテ閤令ヲ以テ指定スルモ ノヲ謂フ

m三俊 樹令ヲ以テ指定ス ル施設ニ備附ケグ ル凶

牧物件( 以下指定施設ニ於ケル回牧物件ト稿ス )

ニシテ閤令ヲ以テ指定ス J レモノヲ所有シ又ハ鱗

原ニ基キ占有スル者ハ首該国牧物件ニ付藤渡共

ノ他ノ成分ヲ 1号、ン又ハ之ヲ移動 スルコトヲ得ズ

XI I  1  6  

但シ商工大臣ノ指定スル者( 以下回牧機関ト稽

ス) エ譲渡スル場合及命令ヲ以テ定ムル場'合ハ

此ノ l浪ユ在ラ ズ

第四後 ( 省略〉

第五燥 地方 長 官ノ、回牧物件ノ所有者ニ ｾＱ シ期限

ヲ指定シテ図1除機関ニ首該国牧物件ノ譲渡ノ lド

込ヲ宗寺スぺキコトヲ勧一告スルコトヲ得

第六燦 指定施設ニ於ケル図 l放物件ニシテ第三保

ノ規定ニ依リ閤令ヲ以テ指定スルモノヲ所有ス

ル者ハ| 組令 7 以テ指定スル期日 迄ニ回牧機関ニ

封 シ首該 回牧物件ノ譲渡ノｾｾ込ヲ箆ス ペシ 但シ

命令 ヲ以テ定ムル場合ハ此ノ限ニ在ラズ

ｕｾ 七後 〈省略)

第八後 指定施設ニ於ケル回牧物件ノ所省者見J五

保乃至甜僚ハ規 右ニイ火リ譲渡ノ rl3込ヲ矯シグ Jレ

トキハ嘗該所有者又ハ賞該回牧物件ヲ槽原 ニ基

キ占有ス J レ者ハ 回収機関ノ 請求ニ j車ジ遅滞ナク

首該国牧物件ノ ｾ ｉ 渡 ヲ 篤スベシ ｬ 肯項ノ請求ア リ

グJ レ場合ニ於テ首該回牧物件ヲ所有シ 又ハ樺JJメ

ユ基キ占有スル者ハ回牧機関ニ主J ‘ ン首該回i枚物

件ノ撤去又ハ事 |取ヲ請求スルコトヲ得

回牧機関前二須 / 規定ニ依リ首該回牧物件ノ引

渡ヲ受ケグルトキハ受領調書ヲ作リ引渡ヲ魚、ン

グル所有者又ハ占有者ニ之 ヲ交付ス ペシ，

第九{傑 撤去 ￯ｴｽ 与ノ他回 ｬ 段物件ノｾト渡 ニ要スＩｊＮ，Ｎ 費

HJ 及修理費ハ凹牧機閥ノ :負捲 トス

問牧物件ノf l J 塗叉ハ備附ノ H犬況ニ鑑ミ特ニ代替

物件ノ備付ヲ必要トスル場合 ニ於テ代替物件 /

償制ト其ノ備附ニ要スル費肘ト ノ合計額ガ賞該

国l枚物件ノ 償額ヲ超ユルトキハ前項ノ費用ノ外

共 ノ超過分ハ回牧機関ノ :負捻トス( 省略)

第十僚乃至第十八係省略

附 則

本令ハ ｩ ｬｅｬ，ｦ［ ｉＧ 十六年九月 一 日ヨリ之 ヲ泌 行スイＱＱＮシ ｾ ｩＩｬ

貯 、議様、梓太3 ( ( ま南洋群島ニギ" リテハ 11日正11+λ

年十月一 日之ヲ施行 ス

以上の主11 < 一般挺l廷に封して凶収物件のiJt.t U) j  

を 糊 告 し 得るのみであるが 、指定 施設の抱定物 ＱｾＺ

K 就ては強i!i iJ 命令を出し得るのである。回収物fLl '

t 指定施設の指定物件と の聞には多少の相異があ

る後者 は前者のｾ郁 で ある事勿論である。



閤令第二O脱

同牧物件及施設指定規則 f 蹴 11岬 9月 旧公布両日飽市

第ー係 金j誌類回牧令第二僚ノ規定ニ依リ 固牧物

件 ヲ指定 スル コト左 ノ訓シ 但 シ結舶、航室機及

此等 ニ準 ズルモ ノニ 備問 タタルモノ ヲ除 ク

ー、識ヲ主タ) 1 ，. 材料トス) 1 ，. 号ノ

( 地部引ノモ ノヲ除ク)

( 以下物品名 )

= 、銅叉ハ貰錦、青銅共ノ他ノ銅合金ヲ主タ) 1 ，.

材料トスル号ノ

( 以下物品名〉

第二係金属類回牧令第三保ノ規定ニ依リ IBI牧 物

件ヲ指定スルコト左 ノ如シ但シ船舶、航空機及

此等 エ準ズルモ ノニ慌i附ケタルモノヲ除ク( 註

所謂指定物件)

ー、錯ヲ主タル材料トスル号ノ

( 砥瑚引ノモノヲ除ク)

( 以 F物品名)

= 、銅叉ハ責銅、青銅其ノ他ノ銅合金ヲ主タ) 1 ，.

材;，9- トスル号ノ

( 以下物品名)

之を衣示ナれば次表の如〈 であ る。

回収物件一覧表 ( アイウエ オl蝋〉

ld空機う肝| 鋸穣希望長

「夜丁百一| 銭 l 鋼

板| 一回竺|二一同省
押

置 物 | ー | 該 首 | ー | 該醤

肴 叙 | 核 管 | 該 首 I! 絞首 | 核 笛

階 段 |ι ι L 1  

( 界 併 殺 害 トー 担 増 シ ク ) 巴 三 に こ ー に こ 一

階 段 と 止 仁|竺 1-=-- 1ニ

傘 立 | 該'iJi，'

壁 張 板

(首選手dl 似 J 、思呂場ノ籾)

カ ー テ ン 用 金 物

( 線引カーテシ Il J ノモノヲ除ク〉

花 恭

菓 子 器

脚 立|笠

喫 煩 用 金 具

率 渡 鍛 板 | 該蛍 |

銀|

屑

掲 方=

事it

交 ( ( 吉務遁用ノモノ綴ヲ除ク〉 織

E詰
A8l-ae  • 

板

E壁 合 J菩

絡 子

m 首誕

相t

血

仕 切 用 金 物

Lカウンタ - ; ;"./1 Yーシヲ合ム J

( 成械又叫除置クトー照ヲナシ9 J  1  

)t.. .e ノヲ

シ ヤ
Zノ フJ ー

リ ヤ

自 事事 事 E呈

-書 箱

石 炭 用 パ ケ ツ

洗 面 法 E正

洗 商 器

繍

t愛 房 袋 置 前 飾 金 物

IA 杏.

茶 者E

市
-1" 手 洗 器

手 ｬ 喫煙摺労及摩守ト欄 Ｍ ｕ ＡｩＢｾ ・千 )  

泥 吠 器

平F 槌 、内H樋子 槌 、 Eを 縫

C  ヲ問、ク}

B誕 生存

破 t員 止 金 物

窃二 校 中L

官室道 | ー | 該道 E 一

該笛 I ii 主滋| 該常 |該 笛

該'ii!i I  [ 該酋. I  一

霊安省| 該舘| 該賞、|該 笛

- 該' 1 i ¥i 一

該 lii' I  a主滋 1 一

該笛 『 ー

診: 笛 | 該' 益| 該嘗| 該笛

該首 | ー | 該首 I ー

空;J ;，身、. ，-
b久 由連

該首 | ー I  i該君主' 一ー

該'益 i l該笛 E 一

- 該滋 1 - l il 亥首

該笛 | 該 i高 2 一

該笛 | 該笛| 該省 |該首

- 該 醤 E 一

一

縦

一

縦

一

尚

一
一

一

閥

一

蹴

純

一

開

一

蹴

一

制

一

一

一

一

蹴

一

蹴

Ei l ; l k  
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J ffj lござ民

正i二二!号式保l-

じ;; l百二件

物 士 I i該笛 a ー

第三保金属類! 司牧令第三僚ノ規定ニ依 リ施設ヲ

指定スルコト左ノ如シ但シ北・船草地方費、府 、

! 係並ニ i [i 、町 、;付及之等ニ準ズルモノノ所有 叉

ハ管理 ニ庖スル モノ ヲ除ク

一 、常時十人以 上 ノ職工ヲ使用スル工場ノ事業

ノ用ニ供スル工場共ノ他ノ; 施設( 首該事業ノ

刑ニ供スル共同住宅共ノ他ノ住宅及蛍該事業

主ノ所有ニ属セザ J レ寄宿舎、合宿)yr共ノ他之

ニ準ズルモノヲ除ク以下之ニ準ズ〉

二 、 常時 十人以上ノ 使 ｽ ｾ ｪ 人ヲ使用スル物品目ｊｩＮ主主

業ノ事業 ノ用ニ供ス ル庖鋪其 ノ他ノ施設

三 、鉱業又ハ砂錨業ノ j有ニ供ス ル事業場f共ノ他

ノ施設

問、銀行、信託命制: 、保険合枇又 ハ無量産曾I祉ノ

替業所共ノ 他ノ 施設

五 、倉庫業法ノ; 由用ヲ£ク ル倉II lr，皆3じ 私 或 保

税倉庫営業又ハ農業倉出 ノ: 事業ノ j羽ニ供スル

倉庫; f ! : ノ 他ノ施設

; '，、 取引所ノ 市場其 ノ他/ 胤段

XI I  2 0  

七 、地方餓 道、軌道叉ハ索道事業ノ刑ニ供スル

事 油所 、 *楠 共 ノ他ノ 施設及専別舘 湛 ノ; 事柄

其ノ他ノ施設

八、 電気事業 ノf! 3=- イJbスル率教所、電気工作物

共ノ 他 ノ施設

) L、瓦j肝237業ノJ t l ェ供スル事務所ー、五斯工作物

共ノ仙ノ施設

十、 旅客自動車窪検事業、放客自動車運法事業

文ハ貨物向動車運送事業ノ用ニ供スル車JIl i 、

車納其ノ他ノ 施設

十一、私立準佼ノ佼会共/ 他ノ施設

十二、 診 療所取締規J [ l J ニ依 ル病院若ハ歯科診療

所取締規則 ニ依)J . . 歯科病院叉ハ共ノ附属施設

十三 、観客: 定員二百五十人以上ノ劇場、映 j高奥

行場 、演萎場若人観物場又ハ共ノ附属泌設

十四 、客席商債ノ合計百平方米以上ノ ;技館、料

理屋、飲食応、待合若ハ貸座敷又ハ共ノ附属

純益;t

十五、床面偵三百 平方米以 上ノ建物ニ シテｔＦ ｾ ｊ

シテ二以. J -. ノ経普者ノJ i j ニ供ス )J . . モノ災ハ共

ノj; 付随施設

十六、 7k f : 1 j 組合、土地区おj 撞理也合、酒造組合

ー産業組合、商業組合、同業組合、也市内組合、

自動半運送事業f組合、海外移住組合、健康保

険組合共 ノ他特別ノ法律. ニ 法 キ設立セラレグ

ル組合又ハ共/ 聯合合ノ: 事務所共ノ他ノ施設

十七、商工合議所、農 合、臨t'ri l陥r 、産業組合中

央 釘、商業組合中央台、産業組合中央金郎、

恩給金庫JL ノ他特別ノ法律ニ基キ設立セラレ

タル法人ノ :事務所ノ他ノ施設

十八、民法第三十四保ノ規定 ::: (火ル法 人ノ 事 務

所共ノ他ノ施設

-! ' )L 、前各F読ニ掲グ ノレモノノ外資本金( !l 11費総

刻 、株金線J傾叉ハ出資結、額1え株 金総' 制 ノ合号[.

制ヲ ｾｉＧ ｬ フ〉十演劇Ｎｊ［ ｕ 二 ノ令制 Ｚノ替業所持ノ他

ノ施設

附 艮IJ

本令ハ公布j . / 臼ヨ リ之 ヲ施行ス

①法 令の角材型資料;立Ii. iこ運肘方針

令第二後関係

一 、銅合金 銅 合金トハ銅ヲ「ベース」トシ タ合

合ノ意味ヂ、例示サレ' テヰ ，11 ｾ者側ハ 泊隅躍 餓 ノ



コト デ鋼ト翠j.nトノ合金ヲ謂ヒ 、青銅ハ銅ト錫 地期は失表の如〈である。

トノ 合金デ所謂砲金ヲモ含ム。共 ノイt!! ノ鮒合金

トハf下白( ー名洋銀、銅 、= ツケ J J，及IUI} i} ノ合

金) 赤銅( 鈎ト金 ノ合金) 四分一( 銅 ト銀トノ 合

金 ) 等 ヲ指ス。

二、主 グル材料 主 タル材料トハ景的ニ見テ大部

分ヲ占メル場合 ノ外兆ノ椛造上カラ 見テ主 グル

材料 1・スル ト云フ意味デ、物件ノ 憤裕又ハ機能

J 七三 リシテ主 グル材料トス ノレ ト云フコ トデハナ

イ。即チ例ヘパ鍛堺、鋭柵等ノ如キモノニ花 ツ

テ佳ノ部分ノミガ木製叉ハ石浩ノ場合デモ、共

ノ;炉 、楠 ノ締法ヨ リ云ヘパ鍛ヲ主タル材判トス

ル物1Q'デア J レ。叉例へバ内部ヲ木製 トシ表面ニ

鋼板ヲ張ツグ扉ニホツテモ構造上ョ リ云ヘパ銅

ヲ主 グル材料 トス ル物件ト郁スベキデアクウ。 .

他ノ 材料ヨ リ成ル部分ガ償制カ。高 イトカヨリ 重

要ナ fifYJ キヲ篤シテヰ ル トカ云フ如キ事項ハ要賄

ラ1:: ノ、ナイ。

令第六f夜間，j係

令第六僚の担筈即ち「命令ヲ 以テ定ムル場合」

として供同しなくとも良い場合がある。その一つ

に; j ，くの主月きこ どカ¥(ちる 。

( ニ) 、第五続ニぷキ地方長行 ノ汗可ヲt . tスコト ア

J L: 場合ハ凡ソ 1[: ノ如 キモ ノ トヨ5へ ラレ ル。

( 1  )他 y 法令ニ誌キ首該物f ' i ' ノ備附ヲ必要 トスル

場合 ＨＱ 列ヘパ工場法施行ｴＺ ｲ ｬｊ ｊＮＨ ｉ｝ 、 ｾＺ凶」警 ｾｦ Ｎ 規見 Ｑ ｝

電筑工 作物 税祐 、 地方 Ｑ［ｾＩ 主建 Ｒ Ａ ｌ 規 ｩ ｾ 、市街地

主主築物法ニ来ク諸命令長ノ他)

ＨＲＩ 危害防Ａと ー Ａ て特ニ常設 Ｅ ｊ ＱＧ ｉＺ ノ備 ｾ￭ Ｎ ｊ ヲ 必嬰トスル

4眉ノ: ，

' .却 口

Ｈ Ｓ Ｉ 回 牧物件ヲ阿 米ニ隊中 ｩ ｾ ス ノ ｌ ， ｪｍ Ｇ Ｇｦｾ

(4)回収物件ノ撤去 ヲ需スコート能 p 、ズ叉ハ皆シク

困難ナ} l - 場合

(5井手 ニ嬬著ナル時史的、業{:!tT!'t 'J '¥くハ.T. 主主的慣1iI'(

アル場合

(6) 共ノ他常該物件 ノ備 li ({ ヲ必要 ! スル特別ノ :事

111 アル場合

本披ニ法ク許可ハ可及的費地調奈ノ 上 必要巴 ム

ヲ得ザル場合ニ限リ評可ヲ，偶スぺキモ ノト ヨ5へル

向許可 rlJ 諸手紙ニ付テハ施行規則第十二保参照。

④巨i牧方法

指定施設の問牧 rζ 就て記す。大阪府に於げる宜

貸 施 期 間 貸 施 工で此夜 冨花一緒百置幅一」一~自 I I 月15日

ｾ＠ 12 月14 日 大阪市北区、同

自 12 月 I n 大阪市旭1輩、向

ヨ2 12月末 日 同 凶淀川 1lA';

自 l 月10日 堺市 、岸和 i口市 、鎖中市 、

ヨ三 2 月う日 1 布施市 、iillmi P 、l J k伺市

自 i 月10日 大阪市東ｾ同 南 区

益 2 月2.) 日 、

自 2 月 1 11 

3!  2 月28日 ｩ｟ ｦｾｦ ア金町村
自 2 月 1 r..1 大阪市港区 、同 大] 玄直

|至3 月末 H 同 叫 同 一

EE 3 月 5 日 間 決 法 lぷ

白 3 月! 日 大 阪T有西成問、同 佐 吉 区

貰施J t J l臼のお初 l乞知事名で譲渡の耽告; 伏が来る

よを交げる と譲渡巾込用紙に所定の事項をJ己入し

て五日以内に金属l国牧大阪事務所へ法付せねばな

らぬ。間牧物Hの撤去 、修明叉は代替物の備不jーが

自己の努力では/ 1 11米なし? もの! こり: 木建築業者・め斡

旋を同封 し7て依頼する 。之はq'!n;IJ 回牧のー協力闘閣

として大限JH土木建築主組合が ゐ?こってゐる。自

家努力 I-:: H. ; ; . り又は土木建築業??にイ去って撤去され

にl[i j J ! 女物件は同牧機関の椛ー成日7こる指定前に引渡

される 事 となる。

1e. 1牧物件の買却{ 乞金は現品と引林氏指定商から

支掛を受けるのであるが、撤去費共の他引渡 l乞要

する費II J、修却費、代替物件の備付! と要する買の

交付は後亥IJ 同J! 文段/t. f; Jが一定の泉旅 IC依って夜定じ

てから i墨付する ことにな る。猶撤去等 i' L工作班を

依 頼 しに場合は一々供出者主業者;・ とのnnl 1 : 荷負契

約を 成 ｊ Ｇｦｾ せしめ 、 工 Ｎ作 授は ＭｩＮ ＱｂＱ 共 ｉｈ 者ーより土建 業

者 l乞支労f， ふことになる 。

所前補fl"t1その有定は没小限度- のもの であって 、

よl cf、打ーる a出局の志向は次の虫/ i ¥である。

一 、 抗去費 ｊｾ の他 引 渡 ｬ て要する費用 撤去費とは

ｊ ｊｪｻｾ品等の場合 ｩ 亡於げる取外しの費 ｲｴｊ を ｾｬｴｾ 、

「共の他引j度lと要する費用」と はJ高内 lモ於げ る

集積信i所への運搬究等が汚へ られ る。

二、修 理 費 直 接 撤去にl王!って生じ ?こ倣損I ! I i 1所の

修理に要する費f I J であるが代替物件を備附す る

場合は夫lモ図り修理されること〉なるから修玖1

:I-!t としては澗立して考へられないであらう。

三、代替物 件の[ 桔附 lζ 要する 費II J 代替特件を虫n

何 なる 場合 、 ｾｭ 閥 、 程度に於て認 むベ ベかは桜

( 以下33頁へ繍{ )

2 1  X l ， 



用 材 格 改規 正 案 就 て

材料委員曾委員長 松 久 保 敬

木村の i fl 場品規俗化並に正景取引に就て官協の

に於ては夙に共必要を痛感し . 昭和19年度 、材料委

L l 千? に於て開商I' C 於りる市場品寸法の改訂に着手

し一向調珂の結果成案を得、之を令長に報告し之

が目的達成 l乞就て建議す依而翌 10年早々木材寸法

規格案lて閲する意見交換合を聞き、鹿〈合員の撃

を聞き 、続て特設木材市場品規格調査委員合を設

け引積さ協合案として、再調子主を鴛す事とし熱心

なる調奈研究の結果ー臨成案を得、協令案として

建築主祉舎に掲載し之を参考案として市場寸法の

改訂を行よ、様首局K 建議をなす、共後 12年に五り

大阪府に於て木材市場関係道府牒木村で量取引促

進協議舎を開催するに嘗り嘗協向亡も出席を希め

られ全閣50数圏謹より出席、農林営局より正量取

引促進lて闘し討議を行はしめ首協合より出席をし

ーて、需要家としての窓見を開陳し共必要を強調す

首時の w. ht 古ーには協針案を配布し之が認識を強め

? こり、而る に 14年 11 月農林省、用材規格の殻令を見

Tこるも之亦改訂の必要を認め 15年度ー委員令に於て

之が改訂案作成に着手し、寸法の成案を得、農林

設局 lモ封し建議し、引続き品等規絡に就き調脊研

貨を続げ今年度委員合l乞於てi漸く共成案を得此庭

に--JrtI.; 完結を見?こ るに就き、合員諸ー君の御一覧に

供し、何分の御批判を乞 う:j(mである。

此間数年に瓦り各委討ヂ11'C於て熱心に調茶研笠

l亡御霊力せられ? こる委員諸氏の努を多色し! 享〈感

謝の意を表す。

昭和 9 年度材料委員曾

委 員 長 池 悶 官 彦 京

幹 事 松 久 保 敬 三京

委 員 布fj 瀬 徹君

昭和帥年木材市場品規格調査委員奮

委 員 長 正:j 橋 柴 治 京

幹 事 池 間 宮予告示

委 員 北 煩 許

j禁 搾 研11

島 問 良 特 有

後 川 隆 一 京

道 問 泰三た良1¥京

谷 君

昭和14年度材料委員曾

委 日 長 松 久 保 敬 三 君

幹 事 道 問 泰次郎君-

i委 日 秋 問 喜 代 治 f 1 ;

桁j 淵 f敵茅f

小山玄智郎草寺

矢 田 俄 轍 君

昭和15年度材事倭員曾

委 員 長 松 久 保 敬 三 君

幹 事 楠 湖 徹需

を [1 f . j ' 樹英次京

rf I 品 喜 平 利

久保同志fl 吉宗，

h暗 号l、 美 ;(1.

道問若手次郎::n

黒搾研［ｲｾ・

?守 山 汗) i台前

昭和16年度材料委員曾

委 員 長 松 久 保 敬 三君

幹 事 楠 瀬 徹京

作間日出男; ( 1 .

吉 本 政 次 郎 君

岩

山
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君
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松 久 保 書 三 れ

楠 淵 徹 ; n

坂 JI ・ 米 吉 宗

白 川 14t - 京

高 岡 t"! 三 吉 京

吉本政次郎; r ，

丹 後 良 両i割

水 野 山! 照雄羽

久 保 問 看1t 吉宗

烏 111 良 馨 京

竹 花 末 森 君

山 本 勝 君

木野L l I )照雄君

間 部 茂君

鍵Ｇｾ｜Ｎ 要 治ｾＮ

玉 置 塑 次 郎 君

島問良馨; f ¥

後 川 卯 三 郎 京

猪 瀬 宇奈太郎: p ;・

戸｛石晃太郎Ｚｴｾ

榊 弘 美 f ¥

薗 部 茂君

道 同 素 弐 郎洞
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… 在 庫 一 l 蜘 一 一 白 木 材 開 帥 品 寸 法 1蜘 … 一

属医〈分)1備的|長サ∞j厚間|隠ω |長サ∞ |厚( 分)1騎〈分〉|長サ∞;|原倒 防ω |長サ∞

2 0 4 0 . 0 6 5 1 i |  ;| 3 5 8 5 0 : 6 ぅ !i 1  

2 . 045 . 04  3. 590.o ， 4 1 1  
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陣| 22.55ω65..00 多4 1l EZ 4. 540. 0 f 6. 510. 0 
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0

0

0

0

0

一

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

材

一

切

一

2・

2

2
.

1

3

1

ι

ふ

う

.

一

乙

3

3

仏

弘

乙

弘

2

1

Z

ふ

一

心

ω

ι

ι

7

.

ふ

ふ

一

肌

比

2

4

.

i

此

肌

ι
比

比

比

比

比

比

比

は

ほ

低

木

一

四

時

一

一

総

縞

i

i

一

寓

一

口

別

一

|

|

川

i

l

l

l

刺

回

中

劉

刻
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ぐ板類ノ 内板) 用 材 品 等 規 格 改 正 案 批 図 法 人 日 木 建 築 協 合

丸 木 節
ー シ テ 節 ト… … 〈 … ド | 篠 | 根 あ 様

口

対シ倍敏〕

目

身 害リ て
切 l

議

宮モ剥JノJ 川慌爾外ユ7キXキハ蜂トJ 肺主スル百率但M制日ユテハf  
スヌ最宮LキE議グ自三5Fロf笥大i  T  

商 易 箇 面 ザ ニ 商 ノ ケ 商 レ 初器耐

材語面 耳喜子f初すノ手依 キ = . =.  I  1レ シ ニ 飲 易 = 、

節 貧 貰 モ テ 質 汚 キ 貧

遁 遁 ノ 線 遜 痕 節 遜 ニ

一 一
疲腐 セ セ えたセ セ 鈎

望書 釣

ザ ザ ア ザ 入 室 ザ 三
λ  ス

欝ニ

輔菓サヲト'於各ハュト長司2ヲノノEZ1附ユ=シ認創tサ良J  J  t  

'0 
ノo

S  ル英告λノ'発方ク，Z鮫向L  J  多

、ノレ ル ナ ノ レ 皮 、ル 会葬百i  

喜F百F  子

望有
孔主主 汚 シ 汚 脂 孔 主食 事豊

穴、節、 痕、 一rll 痕、 議ァ申ペ節、

大 教 ノ

スクノニク以材長ノ 、腐
入 分 入

意 虫 腐節 サ長

等
ノ其L長サ上長す 虫食 世代 皮 7 皮 味 食 ， 

百ヲ ノトアニ 日旨 超 脂 ス 材 色
百

: 卜 イ ナ シ | パ ペ ナ

シ ナ E〆 ナ シ ナ

シ | 十ν| 十

等 野 | ナ シ 1/卜 十

シ ナ シ ナ ジ ナ

シ | 十 十 | ナ シ

等 以 下
以 下 以 下 以内

3倍 以 下 6 倍 以 下 ナ シ ｉ ｔ ｾｉ 斗 ν ｼ ナシ
10%  5%  8% 

6個 1%倍 以下

シ l f 宅

3倍 以 下 6 倍 以 下 ナ

等

以 下 以下 以 下 以内 以 下 以 F

刊 10M|I54 8個 | 時 以 下 3 倍 以 下 6 倍 以 下

時 以 下 ! 雪 川

20% 
等 以 下 以 下 以下 以内 以 下 以 下 以 下

l Vi 2明 | 四%|i2個 | 時 以 下
等 以下 以 下 以 下 ‘ 以 内

3倍 以 下 6 倍 以 下

持 倍 以 下 戸 判
モノ 以 下 以 下 以 F

ヤ | 鵬 | 制 限 内 |  等 以 下 以 下

制 限 ナ ジ

ナシ ナ シ ナ シ ナ シ

1. 各級車占ニ付テハ其程度ノ 'J、ナル材商ニ付材長' 7 6尺 5 寸 7 翠 位 トシテ計算ス 。 但シ封材薗ノ、一等級ア 下 ル 範

問内トス。

2.  各依駄ノ、長サノ計算上除外シ得ペキ部分= アルモノハ之 7 依 慰 ト見 倣 サ ズ

特 例 事 項

1. 節ノ長続ガ其ノ制限ノ% 以下ナル トキノ、 2 ケ% 以下ナノレトキノ、 3ケア以テ l ケ ト見倣ス ( 節ニ換算スベキ飲貼

モ亦同ジ〉

2.  3等 及 4 等 = シテ各節ノ位置ガ材ノ長サ= 於テ其ノ間隔ガ 2 尺 以 上 ア ル モ ノ ハ 各 l 等 級 ア 上 ス ( 節 = 換算 ス

ベキ欽里占セ亦同ジ〉

3. 3等 及 4 等 ニ シ テ 節 ノ 位 置 ガ 各 端 ヨ リノ長サノ% 以内ノ: 部分ノミ = 存 ス ル トキノ、各 l 等 級 = 上 ス 。 ( 同 〉

4.  節= 依ル昇級事項ノ、共 ノ程 度 ノ 大 ナ ル モ ノ ニ 依 リ二重エハ適用セズ。

)(11 2 6  



( 板類 ノ内厚板及盤〉 用 材 品 等 規 格 改 正 案 絞閣法人 日 本 建 築 協 合

i;; l ;;; l j l H  

lj;1iiJz:;!:;:;jj:i j  

:lナ シ 卜 シ1/ 1ナ シ ! ナ シ l- lナ シ ト イ ナ シ ト イ ナ シ ; ナ シ

J 10%以 FIT "1/  T  "iナ シ j ナ シ ト イ ナ イ ナ シ ト イ ナ シi-

ＺＱ Ｒ ＰＥ 以下 ｼ 川柳 下 ｼ Ｔ ケ以内 Ａ … Ｑ Ｒ ｦｦｬｐ ＮｊＮ ｾ Ｑ Ｔ 側内 ｬ ナ イ ナ シｼナシ ｼ ナ シ ｼ ナ シ

;ト0%以下 5%W. T- 110ベ ー 仰 い い い 内| ナ シ ll川10%以下1，山

1. 各絞駄= 付テハ其ノ j程度ノ; 大ナノレー材商ノミ= 付材長 6 尺 う寸 7 ' 1担位 トシテ依貼伺鍛ヲ計算ス

2. 各倹駄ノ、長サ ノ計算上除外シ得ペキ部分ュアノレモノノ、之ヲ飲駄ート見倣サズ

特 例 事 項

1. 節 ノ長径ヵ・其制限ノ % 以下ナ ノレ トキノ、 2 ヶ』ん以下ナル トキノ、 3 ケア以 テ l ケト見{ 故ス( 節ニ検事江スペキ 依

里占モ亦同ジ〉

2， Ｓ 等 及 Ｔ ｾ 事エシテ各節ノ位置ガ村Ｏ長サニ於テ其間隔カ・ Ｒ 尺以上アノレモノノ、作 Ｑ 等級 Ｗ 上ス (ili j " ，換算ス

ベ キ紙製占モ 亦同ジ〉

3. Ｓｾ［ 及 Ｔ 等ニシテ節ノ位官 ＧＨｴｉ 各端ヨリ長サノＥ以内ノＺ部分ノミニ有スル ト キノ 、 各 Ｑ i等級 7 上ス C11!i =. 換算

λ ペキ飲里占モ亦向ジ〉

4， 節= 依ル昇級事項ノ、共純度ノ大ナノレモノェ f代リプ: ! I ' i . ' " ノ、適用セズ

2 7  X tI 



司園開蜘・・同剛健 - 守.

(害IJ) 用 材 品 等 規 格 改 正 案 枇臨法λ 日 本 建 築 協

丸

'" 

ロ ( 節ノ大サ= 封 シ倍敏〕 目 リ 鑓

同町

¥!:tJ廻 ー ヨ モ 切 及身

虫主主他 I 脂 他 超 脂他 防 虫ケ他 I  て リ

二割木 食 ケ商 雪量 商 エ壁 面 鐙 易 商

ヨ 丸
抗Jもサ長ク J 日 ρ 笛 ヲ 館 、易 ザ ァ実キz 村 霊事 童語

9  .ft 王立 以長量打J 長 j;J. ー

χ ，、 ぷ l二サ日 大 量 テ 手 材 キ 貫 貫 ル シ 貰 意材 開 貨 基 長す 話

話器
ノ雨アノ 短 調1 芹 シ 面 節遁 主 主 モ テ 遜 隊 商 im ニ ニ

Ｚｲ ｾｩ 伝 ｊ し育 二 芸子ペ ｾｴ ノ、 ノ 、セ セ ノ 線 セ Z ノ腐セ 1:' -]" ユ 釘 ノ

J i 直j
ノニト州 ヲ キ 良 書 ス 釣 メ 誌

ス ノ ノアキ毒ーテ ジl 欠 花{ 欠腐 ザ ザ 欺 ザ 飲 レ ル ル ス ル

fif 

和ヲノトL葉J 、 ?ニハ? テス駄ノ ニヨ E巾語 疲、俊ル 汚痕ル ナ7汚痕ル 汚1反、疫、抜節、 様高 車伺Jl 荷器I g  コι

ｾ ｴ＠ 英キ コ7;;. Jl 一 - 、節 、 ノ

ス
ノハ長包長 サ モ ｾ ｦ 、 シ 、 、 主百可子t 笥分I  1  I  /、

ノι 長各 ノシサ モ ノ ス 孔 / I  ' 1  ｾＱ＠ 孔 Ji }t 

建手
百 サ縦モ同ニ 其 ト Jl 、腐 入 一 入入 、 ｪ街 Ｇ ｾＵ 、 ノ ユ

分

トユ ノー封 長 久 雲思 穴 節 異 分呉 呉 穴 事索 鈎 色
寺!

ス於其ヲ餓ニス 問ズ 、 、 7  、抜 ハ

ー
ク ノl I  3z "I'l I  .  I  .  I  ' 7 .  I  .  .fI.il l  I  ｾ Ｇ［＠ I  I ; l  

シ | ナ シ | ナ
シ γ 可 ナ シ iナ シ | ナ シ | ナ シ | ナ シ | ナ シ | ナ シ lナシ

引 ナ シ | ナ

シ | 三方以上ナシ | ナ

シ | ナ シ | ナ シ | ナ シ | ナ シ | ナ シ lナシ | ナシ | ナシ一方ニ 10%以下

一

(三宝市長咋z f「ド「ド| ナ
5%以下 う% 以下

毒事 ( 一= 方方ナ5%シ以下) モノ 2倍 以 1'" 14倍以下
ν|ぺ打17，ＱＷｾＭ Ｑ ナシ

言11馴 下I 5 %以 下 1( 議総)I向 上 | 同 上 | 同 上 | ナ ペ ナ シ | ナシ | ナ シ | 野 |??t

同 | | l F F z l寸 l:r y  _1 :r y  1  :r y  I  ｾ ｌ＠ I  得 20%以下 10%以 下 四方40%以 下 究 ラ 下 2倍 以 下 4倍 以下 以 下| ナ シ ナ シ ナ シ 向上 向上

五ト明以下 Ｑ ｉ 師以下 ｼ 土 問エテ ｉ ｾ 問問左ｼ同左 左ji 時 |竹 嶋 同 司 瓦E事害事 存スノレモ ノ ルモノ 以 下 以 下 以 下

善則針仲!トい6ω0%似 村 % 以 下 i 同 上 同 上 ! 同 上 | 同 上 l同 上 型 野 矧 号引 l向左 叫 l  

I. 各欠! 8 - = . 付テノ、其ノ各材面毎= 付キ tl 、ナルモノア計上ス

2. 各 欠駄ノ、長サノ計算上除外シ得 ペキ部分 = アルモノノ、之 7 欠勤ト見ナサズ

特 1. 節ノ位置ガ各端ヨリノ 長 サノ % ノ: 部分ノミユ存スノレモノハ 3. 4手4 鯵 = ア リテハ各 l 等 級 7 上ス 〈向j =. 換 算

ユペキ絞里占モ亦向ジ〉

例 2.  節ノ位置 j J 材 ノ 長 サ = 於 テ 2 尺以上ノ間隔ア有ス 1173 等 4 毒事二ア リテハ各 l 等 級 7 上 ス ( 節二換算見ベ キ

事 欠駄モ亦悶ジ〉

主頁 3・ 節長径7: ] "其ノ 制 限ノ メ以下ナ ノレトキハ 2 ケ冗 以下ナ ノレトキハ 3 ケヲ以テ i ケト見倣 ス ( 節二 換 算ス ベキ 欠

黒占モ亦同ジ〉

4. 節= ヨ ル昇級事項ハ其 ノ程皮ノ大ナ ノレモノユヨリ三重 =ノ、遜用 セズ

5.  1，等= アリテノ、稜線上= 存スル節ア 許容 セ ズ

6. 5等 = シ テ 節 並 = 節 = 準 ズペキ 欠 貼ガ限度ナキタメ ヨ野シク利用 7 妨 グノレモノハ之 7 主主等 トス

. 7. 的リ叉ノ、反リ= シテニ材 商以上= 及プモノハ l 等 級 ア下ス

8. 横断面ニ於ケル丸身 ノ位低 ガご級以下ノ 部分ニ偏在シテ 存ス ルモノノ、 2 倍ト見ナス

9.  主主等 ニアリテ ハ各端 ヨリノ長サノ :凶 J 以内/ 部分ニ於ケノレ丸」炉、各 限度 ノ I f音4' ア許容 λ

10.  中寺等及 I 1等2停 = シテ樹心、ァ有 スルモノノ、「心持J ト稀ス

11. 特等及 l 等 = ジテ 隊後ご材面以上ガ狂目 ( 木口 = 於 テ 年輪 ノ中央= 於ケノレ切線ガ材商 トナス 殺 線 = 封 シ

、45
0

以上ナルモ ノ〉ナルモノア「柾 」ト 務ス

Xu 2 6  



(挽 角) 用 材 品 等 規 格 改 正 案 枇周法人 日 本 建 築 協 曾

j L 木 目 節
節 = 換 算 シ テ節ト 見倣スクて燃

悶<>円

口
( 節ノ i許容大 キ サニ封シテ倍数〉

rtll 型車

身 書iJ 廻

欠抜{ 也

目後白 他商
趨日愛自他

商ケ{ 也

以 丸

長動時最哨nノノJJ ' J雨7 J?yト-A3例前ア切Jト開Z唱樹サ芭-ョJ 削麹符テ， 針回品木ロ

芽' も，1i

キ 阿 エ Mi / 易 商
日

易 =

一
ザ - - 欠 キ ニ

、

テ 身 ヲ ノ

ス J 、 以 大
キ 貧 貫 ル シ 貿

汚痕 節 貫

毎回

テ

陀!節終 Jザセ選

主宣 ヨテ 主主 ノ通

主ユ〆t  

，、

セ ト線、 セ
入 腐 セ

及

ノ ノ 急 ザ AA ザ 皮 l応 ル

4也
長径

孔 ル J V '7 ，レ

脂護、孔穴、披節、
ノ

虫穴主節食
汚痕

ナ 、

反

聖す

ヲト査長ノをJI閥R  L  ノ 一
幅

ス
Xノ.ノキ、 EすE  

ヨ
巾シ 汚痕

'" '" 

鈎

材食 腐

ヲ 、腐

奇事

事琴i

長サ鰍各モノ縦ー鈴ニ
ス

ス、 宣言虫節

ノ"
商 節 皮 分 入 味 食

り 色

ヲニス

百分

ヲ ス於J七ニノl
ノ

ア 皮 ス材主食

: ナ シ | ナ U ナ ν トー 乙〆 ナ シ ナ シ

|  1  1  3方 山 17  v  1  

一 一 方 ムジ 7 コヱ

シ

等 ナ シ ナ シ 2: 方=- IOY. ザノノレモ ナ シ ナ シ ナ シ ナ

11方 ナ シ 13D4 1384倍l- !5%以 下 5%以 下 3方 =- 10%ア コ 倍 以 下 ノ ナ シ ナ シ ナ 乙ノ

毒事 エザノレモ ノ モノ 以 下 以 下

一

1  5 %PJ. -f  1 小 20 %

煩 著ナ 7

20%以 下 5 %以 下 同 上 同 よ |司 上 ナ

喜多
エ ザノレモ ノ 材 商 = 限 ル ザルモノ

四

! 胤 以 外 |

Ｍ Ｔ カュｾ
40%以下 10%以 下 上 記 以 外 ノ モ ノ 同 左 悶 上 同 よ

等
ノモノ 倍 以 下

並

ω %以 下 1
20 上 記 以 外 ノモノ 同 左 同 1五 同 上 同 上

等

1. 各欠駄= 付テノ、共各付面 = 付キ大ナルモノ ア計上ス

2.  各欠居占 = 長サ ノ計 算 よ 除 外 シ 得 ぺ キ 部 分 ュ アルモノノ、之レヲクて駄ト見倣サズ。

特 1. IE角 = アリテノ、各端ヨリ 1ゐo ノ部分以外ノ 部分ニ於テ汲ソj、横 断 面 ア 定 メ 各 木 口ノ ;横 断 商ノ、最小横 断 面 積 ノ

80%以よア 有 ス ル コト (4等 並 等 ユアリテノ、 60%)

例 2・ 節ノ長径ガF其 限 度 ノ ガ 以 下 ナ ル ト キ ノ、 2 ケ ズ 以 下 ナ ル ト キ ノ、 4 ケア 以テ l ケ ト見ナス

需拡 3.  節 ヌ位置ガ各端 ヨ リ %。以内 ノ部 分 = ノ ミ 存 ス ル モ ノノ、各 1( 等級 n 司ス

項 4. 節 ノ 位 置 が 材 ノ 長 サ ニ 於 テ 2 尺 以上問摘ア .fr;<. J レ3等 H 宇 = アリテ ノ、各 ! 等級 '7;t.ス

5.  節 = 換算 シ テ節 ト見ナ ス火除ノ、節= 準ズ

6. 樹 心 7 有セザノレ毛ノ ハ「心、去 j ト ｦＭｾス

7. 二 ・ｾ筒以 上二於テ 右 ｅ 目Ｈ木口］於テ年 輪 ノ中 央］於ケル切 線 カ・ Ｔ 寸薗 ト ナ ｚ 稜線］ ますシ ＴＵＰ 以 上ナルモノ〉ナ

ルモノア柾ト稽ス

8. 次 ノ視角類 ノ、 ( t持母; ュ廊 スルモノ〉 銘木ト稀ス

イ、四材薗無節 h シテごイイ商以ム 征 目ナ f レモノ

旬、一本t 回以上二 於 テ変 ノ 後 ν タルモノ

2 9  XI I  



茶 室 巡 り 第 12 回

京 阪 の 茶 室 ・ 4 ・
妙

茶室巡りも今月を以ってＱｩ＼ ｙｾ 1年となる。大阪の

茶室、大和路の茶室、京阪沿線の茶室主、京都の

外廓を巡ってゐるうち に、 1ヶ年がすぎてしまっ

Tこ。

同指す京都は茶室の首都、三千家の夫を始めと

して、大徳寺、東山、北山、本願 寺 などには ＳＰｾ

以って教える名川; がある。

しかし書 〈方でも幾分疲れ気味になるし、読ま

れる方でも飽かれにこと〉思ふから、京都へ入る

前K 一服して、ま Tニ気分を新fこにし、御希望があ

らば、更に京都の茶室を巡ることにしにい。

×  ×  ×  

wて今年最格打止めの茶室illib は、手1J 1，本好みと

して、文献も比較的揃ひ、主主匠も秀れ? こ、取って

おきの名茶室、妙喜庵の待庵を訪れることにする

新京阪線大山崎騨で下りて、西すれば三丁、省

線山崎騨で下りれば、鴎! 首蹟場のすぐ*隣 l亡、妙

喜施がある。

×  ×  ×  

寺俸によれば、妙喜庵は山崎宗鑑の隠棲地で、

第三世功叔の時l亡山崎合戦が起り 、秀吉が光秀を

討 ? こんとして、此地l乞来り天正十年六月十三日、

首山に陣し、光秀討伐後も、首庵を安息所とし7こ

茶1事利休は安土より 予10 ，功7民主共に秀吉の傍 i乙

近侍して、茶{ f 鰍じ、耐を談じて陣r . j : t の無抑を問、

め?こ。 秀吉は利休t亡命じて、山内 l乞茶卒を構え さ

せ、矛1) 休は擬思之を経替しに。: j J . . : 結構i投手容を柏j め

高雅出寂忽ち名を天下( rC 博し? ここと になってゐる

しかし、秀吉が陣しにのは、妙菩施でな い そ の

上の方の賀積寺であり、秀吉が山崎で行った茶舎

もこの貰鶴寺で行はれにものであるから、寺停泊

b  に信十ることは出来なし 、。

一方慶長十一年)4-桐且元の署名のある 立寺再興

闘には、妙蓄施l乞「かこひ、袖す b松」と書き入

れであるから、省時就に妙、喜施には茶室があっ fこ

骨骨謀者 1M，ト 骨編罰的，務
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喜 庵 の 待 庵

岡 孝 男*国

ことが判る。( 慶長十一年は利休の死後15年〉。な

ほこの l盈| には妙菩庇の西方に「宗鑑やしき」続い

て 「利休」と 書 き込んである。

これ 等は甚 ｴＺ 興味 ｩｾｾ い書入れであって、妙 喜 庵

の「か こひ」か手IJ 休好みであるか否か、首時の文

献にはないが( 利休好みとするのは江戸初期のも

のに始めて現はれる) 近< ，亡利休屋敷もあれ功

叔も茶が好きで、茶合も催してゐる位? ごから「か

こひ」を作るのに利休lζ 相談し? こと云ふことは、

ありそうに思へる。

努E州}(. }誌、 山城名勝誌、茶道望月集などには、

いづれも利休好みと l切らかに誌しであるが、これ

は利休時代の物でないので、確か左は云ひ得な

L、。

し か し、桃山時代の凶ｾｩＧｃ出てゐるこ之、利休が

好ん t:_' らしい事情にあること、利休を去る速〈な

い時代の蓄に利休好みと 富: いであること。主主低が

秀れ、利休好の他の茶室 との連闘 もその子商に認

められることから 、現在でも、手I j 休}) 好みと信ぜ

られるのである。

×  ×  ×  

利休好みの茶室遺構主し て、 一般に云はれる の

は弐の凶つ

l 南宗寺主主相h' tf

ｚ 紫光 ｼ 涜閑 ｉ ｾ 勤前

3 高華王寺傘本

4 妙喜陀待陀

である。宜相庵は利休の出生地で、首時茶の盛

んであっ? こ掛lてあり、閑隠席は、利休の菩提寺で

ある。大徳寺の紫光院にあり、傘ｾは、秀吉の眠

幅を語rr る話l亡、北政所が作られに高華寺にあ って

何れも因縁 は相嘗 lてあるが、確に利休好みである

と断定の下せるのは、妙喜庵のみである。他は調

べるに従って、 疑問を i脅して来る。

南宗寺盟主相陀は、利休好み二1¥1 占大目の席の始め



であると云ひ、その床の聞の落掛は 、俊寛が鬼界

ケ島ーから流し fこ亙宇都要を用ひ仁と 伴えるが、千宗

守氏 l乞よれば、その卒都婆には、貞享二年の年践

が記しであるから、手IJ 休の死後95年である貞享二

年以後11こ亙宇都婆を使つにも のである。落掛は茶室

の うちで、最も腐朽し tζ 〈い位置にある。若し前

誌の俊寛云々の こ主が真であるなら 、; { f ! 首重要な

伴えであるから、後世修理の際にも 、その ま〉月j

ふべきで、取替へる棋な こと はしないであら う。

そこで、この溶掛の年蹴は、質相庇の建築時代を

示す ものと云はねばならぬ。コむも賀相隠は、始め

から甫宗寺にあっ?このではない。そこから教丁離

れに、塩穴苛: 貰相院にあ っfこのを、明治 9 年堺市

博覧合の時比現位置に移叫しにものであるから 、

移持の際修柿し? こ跡が見える 。

紫光 ｉ ｾ ｴ の閑隠席は、 Ｓ 帖放で、見直な中佐が立

ち、大目切出雄Jf 切つである。寺体では利休好み

主してゐるが、 これを誼蟻立てる記録はない。来

光院は利休の菩提寺でも従って、千家代々の菩提

寺である。墓地には利休 J ) 墓石? 中心に三千次代々

の基が並ん で、寺と利休と の! 鈴j係が深いから 、利

休好みの席がめっても不思議ではないが、 この茶

室で行はれ? こらしい茶合の記鍛が一つもない。或

は利休の孫元伯宗且が大徳寺に居? こ ことがあ b、

その好みではあるまい か と云五、説も あるが、深島

英太郎氏は、それより ももう少し時代が後になり

江戸中期ではある まい か 主推定されに。

出 ｩ 華寺 Ｒ 傘亭は 、時 雨亭と〉もに ｾ ｪ 華寺の後山 の

上にある。往年の風害で倒i哀し永らく放置してあ

っ? こが、本年修理が完成 して、沓態に復し? ここと

は喜ばしい。この傘亭は伏見城より移伸し? こ と云

ふ記錯し利休好みである主云ょ、元締頃の記録と

あるが、伏見坊は利休致後に出来てゐるから、若

し伏見城より移し仁左するならば、利休好みでな

〈金森長近の好みでなくて はならぬ。利休好みと

するならば、伏見城以外より砂ずか、高華寺が慶

長10年に建つ! 拍i I '司こ既に利休の好んに茶室が、境内

にあ っfこ/;: しなければな らぬ。こ れも何れを良と

するか考詮が出来兼ねるが、しかし、 il "f J 越の賞羽 |

胞や、閑| 揺席よりも 文献は古〈から 、あるからそ

れ丈恒値が高いと考へてよからう。

この他に利休好み k して、表千家の不活字階、1:11

雲の木幡氏邸にある八ツ窓の席が、茶道全集に載

せられるが、表千家の不審臨は数度の 火災K 焼失

してその都度再興され、 現存 J ) 色のは明治42年に

建つにものであり、木幡邸の八ツ窓の席は、不昧

侯の記録によるとあるが、意匠上から見れば、利

休よりも下 b、遠州に近い様 l亡思 える。( 今は解

捜して保存され、筆者は その起し岡 主解謹材の一

部を見? こに過ぎないが) 。

×  ×  ×  

茶室は建物が/J 、され持ち運びも容易なので、

よく 移輔される。又数寄屋造り として、腐朽しや

すいので、何時の間にか壊滅 し、再興 されにも の

もある。そうでなく主も修理の際に原形の組重が

鐙 ること はあ り勝であるが、 か〉る 事情にあ りな

がら妙菩庵の待庵が、原位置に止ま れ 原形を

存してゐることは、幸な ことで、 利休女子の茶室と

して、他 l亡診I比するものがな い程重要な遺構であ

る。

しかし、この茶室 とても、危機が無いでもなか

っ? こ。明治初年には妙喜庵は無位で荒駿し、この

待施は附近農家の諜小屋とな ってゐTこ由である。

即も略川式j乱翁の 日記によれば、明治初年末京に

博物館が出来? こ時、館長、町閃久成氏が、略川翁

に依頼して、茶室を買入れ、東京へ姐j差せしめん

主しTこ。翁は、妙菩雌のもの こそ、 ; 1{ : の資絡があ

るとて、探ね来て見れば、妙喜庖は 、無住で荒れ

持施は附近農家の葉小屋となってゐる始:束 、管理

者も判らないのてe 貫入を断念 し、ゃな を得宇奈良

に行って 、 金 五 銭宗手 ｉｲ ｾ 少みの 六窓庖を買入れ姐 ｩ ま し

に。 これが今の京京守i1室博物館内の茶室である。

農家の主主小屋であっ?こ矯に来- 京姻迭をまぬがれ

? こ乙とは商白い話で、御蔭を以って、京阪にt I ‘む

我々は、何時でも欲するま 、に この名席を翻る こ

主が出来る。又待1 i t t f ' L しでも原位置に留まること

が、ど れ丈その史的悦値を高めてゐるがま ことに

幸なこ主でゐる。

×  ×  ×  

剃口拾己氏は 、 引 ｪ 休茶室の ｾｦ 究ＡｌＺ於ての第 一 人

汗である。材料 も盟富に持? これ、研究 も深 い そ

の 現代 建築誌 ｴＨ ｾ ＱＳ 誠に警かれに妙喜庵待聡及表千

家主を月亭の こと、わぴ誌、15年 5 月続に奇かれ? こ不

幸存庵のこ主は、研究の一部であらうが、詳細を制
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め斯界ｾ益すること多 ｪ えであっ＿こ 。

堀口氏によれば、手:iJ 休茶室の卒珂は、古嘗に体

ふるところ、 4S種ゐ b 、ニれを想、湿しでも、 38種

の多きに達する。但利休と l司時，代に書かれたも の

は、山上宗二の書い? こ 3 1111' j蓮 田の利休大限の茶室

があるのみで、少し下っ て、少庖が寵: い にのを? 、

.j多木晋蔚が務し仁左云ふ書の中 l亡、手 IJ休 4 *6(j三と

21陥の席があるなど、みな江戸中期以後のもので

あ るとし、そのうちであ妙菩庵待庵についでは第

1 1舗の様な趨の切り方が韮目切になっ? こ珍 らしい

プラ ンを載 され、又承膝元年の妙菩庇の闘を松長:

茶湯 ｾＱ ‘より第 Ｒ 尚の如 きを掲げ ら れ＿こ。後者 はあ ｪ

休致後60年の もので ゐるが 、現在の待陀と殆んど

哲き りがない下地: 容は利休がf良家の窓を 見て摸し

にもの、! 末桂は桐の皮附、方立には新国ありなど

と侮えるのは興味深いこ主である。

×  ×  ×  

現在の妙菩庵待庵は、雨、曲a 切妻布fi ; 母屋根 l乙1Jt:の

Ｑ Ｑｉ ｊ がつき、 ｬ 間半 ｸｬｬ 日 ｊ ｾ ドの建物で、 普 ｼ 涜到 月陪 の

i! )li f' 1亡辿絡す る。 2帖隅雄の lIi tと、11拍板入の弐の

1i¥Jと、 11仙の連絡の聞から成ってゐる。

21pli の茶席は、南側 lて問り口と; 喜子窓、東側Ircこ

下地窓二つ、 ー，つは掛障子、一つは) ，- 引|母子が建

つ。北側は大自の ムロ床がつき 、床住は杉膳丸太

jぷ艇は松、床の間は天井迄壁上塗り廻 し、壁は入

隅も佐を見せす ・ き さり廻して ゐる 。 ￬ｾｾ 側は折目のゐ

る方立が立ち、襖 2 板引違となる 。天井出来首iJ /J、

↑Wlこはノネ板苓天井、弘前挫の上約 2 尺も これと

直角に平天井、両方共・ iモ白竹 2 本宛で抑える。残

りの部分は、これより l 尺 5 寸上り に束の方へ出

込天井となり 、 ノネ板、竹の棒、白竹吹寄のIJ 、持

よ り成る。姐り縁及壁止は、竹、ア テ、杉 :J L及角

の合せ材nをmひて ゐる。

次のIlJ l 1  Ij1li 敷・は 、西の壁際 i亡rl J 8 寸の似合入れ

て1)、しj災 〈し、南側及西側 l亡下地窓ーツ宛、北 iWJ

は視片引で辿絡の問 tz: : 泊じ 、北京の防lζ 、桐板の

棚を竹で釣る 。

辿: 絡の間は 11凶敷 で三重の棚を備へてゐる の

×  ×  ×  

この待施は 2 帖茶室の代表でゐる とされるが、

特に注意すべきは先づ綱り 口で あら ぢ。

捕り口は巾 2尺 4 ，j' 4 分、 高さ 2 尺 6寸 あって
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待通の捌1. > 1:1より少 し大きい。妙高胞寸法主云っ

て、 武絡が鉛i > 附け たま、、此所よ b出入したか

ら、大智くしたのYごと銃かれるが、これは首 らな

い。 ｾｾ い ｚ 帖の室 ｴ 亡、 Ｑ Ｉ 、さい瑚り口 を つ け ｦ こんで

は 、いよｾ 窮屈に感 十る の で 、特 ｬ 乙大 きな ｾ ｊ ｂ

口を好:l:J. 、この窮屈 さを救は んとし? こ もの でゐ ら

う。 若 しそうで ゐると しにら 茶室意陸上甚Tご秀れ

にもので 初休 ならばこ の位の こ とは Ｇｾｾ Ｎ ｦ､ｾ やっ ての

げる L 忠 lまれる。

次に隅胞には 、普通ならば、 l 寸 8 分乃至 2 寸

のノj 、仮を監僚に入れるが、乙〉で はノj、坂が よい。

これ も妙菩庇切りとして名がある 。越さ象の寸法も

l 尺4寸角が定寸でゐるが、1) ひ寸 4 分角 とな り幾

分ノj 、さ目で ゐ る。こ れ等は 2 帖隅蹴の室として 、

微妙 な寸法 Ｇ ＨＺＧあるの Ｑｾ らう 。

この間; 践と次の間の釣捌で、妙菩雌貼 と云」、引

殊な結前がある ＱＱ Ｑ 。こ れ は前掲第 ＲＱ ｩｴ ｾ の昔から蹴

l乞附胞とな ってゐる が 、製i!i 前の方から云へば、容

ろ第 1闘の議目 切出蹴の方が. 自然ではあるまい

か。

一方付- 雌は利休屋敷! とあり 、利旬、が当11を得て技

後 ｗｾ 識し＿このを 、 今 の妙菩 ｍＮ ￼ 亡再処 し＿こと云ふ記

録もあるところから、制 口氏は、利休屋放・にゐつ

Tこ時は言語悶切で、手IJ 休 二D死後一時に 〉み、更に組

み立て? 二時l亡現今の隅櫨1'L .!:;JJ9 替へTこも のではな

か らうか t の疑問を持って居られる様で ゐ る。

jポの1m. がムロ) - K となるのは利休の猫創で、狭い

j永のlIJ 1.a 塗り廻して壁と 壁 、壁 と天井の諸問をぼ

かしに ｲｦｴＧ はエザな ｾｩ 正と云へやう。

天井と Ｚｩ ｰＮ天 ｪ ｬ Ｚ と掛込天井にし、 Ｎｌ ｉｾ 天 井も ｵ 対立と

鮎前晶の上とを仕切っfことこ ろ、又米壁の下地窓

ｾ一つは掛 ｼ 母 子、他 は ｊ，Ｇ Ｍ 引 障子で 箆化 をつけ 、 壁

[ 日主怒と のバ ランスをよ くま とめにところ等 、始

めて主主匠しにとして感服の至りである a

:;i (のJ1JJ 1  ｉｖｾ ｩ の雨 壁際 ｉ＼ＺＺｉｉ ｊ 8 寸の板が入る こと も

本茶室の他ど誕つに所である 。 克もＯｦｾ［ｦ容ｽ伝にもゐ

るが、それよりも 前 lと出来て ゐる。 1q!占誕の東北

間 iこ釣{却がゐって 、入口をつけるにも 111が足ら ぬ

から 、使ひ勝手のよい椋; こ叔o入れにも のであら

うが、え不審胞に於げる主同じく 、議 問-! 1JIH胞の

切合 、 道具挫の ｾ ｦｩ 1: ' 踏ん で入室すること を避ける

需にか く板 を入れにもの主 思ばれる。 この奴 や釣
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第 4 圃 待 庵 西 側 姿 圃 ( 問問 窮民〕

左の障子は書院tt 月庵の夕、ミ |廊 F 、手 前 の 僚

は本堂の炭 像 、 こ L から草履をは いて 、 っき 主主 り

を左に 曲ると待庵 の南 JWJ庇下 のところへ 出る 。 F

地窓ご つの 1L φ は勝手の 間っ き、右のは次の間に

つく。

第 5 圃 待 庵 欄 リ 口 ( 岡田篤民 )

南側克内に飛石がのり 、 ｴ 品 ｬ り口は妙 喜 ｾ寸法と

云 って 普通のものよ り大き u、、竹 の納 壁 の向」、 JWIJ

に紬すり の絵がある。

r 手、3

e 唱 . - ι
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第 Ｖ 圏、待庵内部 Ｈ 問問 ｾ￬ 民〉

待用Eご: $ 市東側及北側及次の間の鈎J棚を見たととろでゐる。床

はムロ床 、東側の壁には下地窓が二 つ、一 つは主耳障子、一 つは

j十引障子建でゐる。天井は床前と駄前越の上が平天井となり 、

重量りは掛込天井 、 いづ れもノネ板張 、 白竹 ｊ 甲へ でｾ る。釣棚は

桐阪を竹 で釣る 。その右 方には仔目がある 。

v &  

第 11圏、山崎妙喜庵の圃 ( 現代建築誌編口氏論文より車判定〉

;腐口氏滋の古聞によって欝かれた もので 、域の切り方が援目

切りとな り、 次の間の l 帖を駄前越として 、隅初l を使ひ 、不若手

1奄によく似た形となる事に御注認めりたい。勝手の室もこれで

は 2 中市教となり 「昔の勝手は 21陥数 J I脊 院は後に出荷主たる由 」

と書きカ日へである。
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このl ' ( i ) l I l I，; ] は大正2年 3月京都府、必WJ

米市民旬、のn測さ れたものを1 I [ l : f ll 3 年鑑

者がしたものである。南側l応内の飛石な

ど多少の設があるらしいが年末惚々の際

手を加1へることが出来ずに/ J J した。
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i J 3 111 妙喜庵( 書事株泉名勝圃曾〉

棚を考へ合せると、基目切出胞の方が理lて遡って

ゐる様に思はれる 。そして黙前獲が大闘とすれば

不審路左同じ取り方になり、用者のmJ のつながり

を脱げながら推することが出来る 。尤も黙前昼ｾ

大目とすれば、不審庵の様に別に給仕口を必要と

する。待施ではこれがつげら れぬから、 大同盤 K

H¥来ない。

×  ×  ×  

以上妙喜庵待庖について記したが、記録も比較

的備はり、意匠も抜んでて秀れに此茶活者が、幾度

か危機を菟れて、我々の身近に現存するこ・k は、

誠に幸としなければなら ぬ。 説者諸氏はよろし く

施を訪ねて、心ゆくまで視覚さるべきであらう。

露地を停って: l W1り口から、成; 内を見渡しに時の快

さ、そうして床の前 lモ静かに坐って見ての撤ぴは

窮民や筆では体えることが出来ない。

本年の稿を終るにあ 7こって、茶室は質地に坐っ

て見るべきもの、 E奇異や文字ではよ〈判らないこ

とを切言して、見皐の必要を設〈弐第である。

( 終 的

( 21頁より績( ) 金 属 国 政 令

めて悶難なる問題である。抑も特別回牧は精前!I

的なる供IH運動をj. 基調主する黙に鑑み叉現下の

逼迫し? こ i器時韓制下の経梢情勢に鑑み嘗該回牧

物 件の備附用途の性質i乞鑑み緊急; 己む・{ t >得今代

替物件を?要する場合K 限り必要最低限度のもの

を以て供向者l乞満足して貰ふ方針である。兵韓

的な例々の回牧物件K f . J " 代替物件の備附を認、む

べきや否や 、如何なる程度lと於て認むべきやは

結局首事考間の協議叉は地方長官の裁定 iて依り

決定することとなるであらう。而し其の費用の

見算lて首つては代替物件の償額と共の備附費用

の合見楠が問牧物件の償額を超ゆる時に限り共

の超過額とし? こ。荒し代替物件の性質上官然の

ことであらう。
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伊 太 利 の 家 具 ( 第 6篇〉

( ルネッサンスより現代' : t て〉

卒 尾 敏 也

伊太平'tl の家具の多〈は、華麗で少 古代 ローマの大理石や、肉食石の

し汲手すぎるので 、 日本人の好みに 石棺や大翠石の大卓の型から 、ルネ

合はないが 、少 し深 〈研究すると洋

家具の庭、史的基序と云ふものに深い

脇係があるので 、 どう しても家具の

研究には伊太示J篇が重要な役目をす

るので 、今篤は古代 ローマから十五

世紀の末期までを省略 し、ノレネツサ

ンスから現代迄の 、f野太利家具の説

明致 します。

歴史的 、地理的の説明は申すまで

もな 〈皆様御承知の湿りですから申

しませんが、伊太利 の家具の施先は

古代 ロー マの文化 の澄生と共に始ま

りまして、 ラテ ン民俗湖特の華麗典

雅な萎術品を創作致 しましたが、 ロ

ーマ以前のエヂプ ト文化の影響も忘

れる事は由来ません。

十五 、十六世紀のルネッサンス時

代の家具から説明申 しませう。

第 1 圃 ( イ) ( ロ〉

X I 1 3 4  

チ Z ス ト テーブル

ツ サ ン ス 時 代 の 横 や 卓 がE量生 し

たのであ ります。( 第 1f蘭〉

吟ル ヲヲ7- ".

肉 喰 石 ( Sarcophagi 又は S 完rCQ-

.  phagus) は古代ギ リシヤ人が檎と し

て使った石友石で 、 との棺の中に死

慢を入れて置くと 、石がその死健を

数週間の内に喰ぺ援すと云ふ侍設の

ある石で 、現在では石の名と云ふよ

り石棺の代名詞にな って ゐる〉。

椅子は俗に 「ダンテ型の椅子」と

云ふのが、 ルネッ サ ンスにあ ります

が、 ζ れ亦 、古代 ロー マの高官の用

ひた台座 ( C urul e) の椅子から資生

したものですが、基本のものより 座

が高 〈、 ローマのは X 型の上部が座

板になってゐるが、 ルネッサンスの

は X 型の軸部に座板があ って、柔か

な2容が織物のクッシヨンが置かれで

ある。( 第 2 岡〉

第 2 岡

第 5 圃

イン クスの胸の全部分のを一本 とか

二本とか三本とかで卓を受けてゐる

のがある。

そして古代ロ ーマの家具とルネッ

サンスの家具の総括的な相違は、ル

ネッサンスのは卒商的Lで直線的であ

る。( 低い感じがナる) ( 第 4 図〕

殊に初期及資金時代( ルネツサン

斗( ; - Jt. .，. :- グ

スの〉彫刻j は浮彫は浅 く、 装飾は豊

満なものでな 〈且丸味依かけてゐる

とれらの袋飾の基は 古代ロー すの ルネツサン λ の家具の他の特性は

コツピーで例へばアカンサ Z の禁ゃ 左右同型であって 、其高さ、長さ彫

建築自94益面ネヰ註を どあ り台下の 刻の記列等は 、家具史中最高最美の

脚が、獅子胸にな って ゐるのは 、唯 ものである。

少 し単純化された慣例的もので 、爪 これ等の家具の賞金時代 1450年か

が、貨物ソツ クリ なものから主主化翠 ら1550年の一也・紀聞であった。

純化されて三本の僚瀞で[ 爪」の型 そし て十五世紀の前宇期は伊太利

を形容 したもの になっ た。( 第 3 闘〉 のゴシッ クの影響が見ら れ、 着色さ

ζ の中でも 、古代ロー すが エヂプ れた飾 りや構成は後になる程、巧妙

ト文化から得た型の ライ オン や スフ 整美にな って来た。



第 4 11J Cイ) Cロ〉

第 4 園 ( ノ、) Cニ〉

十 六 l!t ij: 己の後半期になると 、家具

の大郊分はす 'r: にパロックの香りが

視はれ彫刻なども強烈 にま主し 〈なつ

ふ

，ζ 。

との頃に至ると 、 フ ロ ー レ ン ス (

フイ レンツエ〉の Ill f で家兵の 美 しい

型を作り出した。

メヂチの下に紫祭したフイレンツ

エのI l tf は伊大和j 謀術と家具授迭の中

心となった。

伊太利重喜tlti の去を上 位がローマ であ

っ たが li i もささしいロ ーマの家具は 7

;

i

i
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第 5 111 Cイ) Cロ) ，Cノ、) C=- )  

イレンツ エで作られ、フイレン シエ サパンガス C. ssapancasJ は C assa

で指導された。そして 7 イレンツエ 穣と Pancas ベ ン チ と 合 慢 したもの

で作られた家具が他 の 町 # で コツピ であクて座板が上告11にl錦き 、色々 の

ーされ模迭 された。忠貨に模造 した ものを貯蔵する事が出来る。現代の

ロ - 0 ルペタ' l " ' リ ヨ;:. ..{ -

のや又は地 方' 包を盛ったものが作 カサンパス 型の裕子はとの貯蔵の場

られ た。 所を型軽に腰をお ろす低にスプリング

その中で 、 ミラ ノの 家具は ドイツ や詰物の然に犠牲に供き れて殻慌し

ゴシッ クの系統を引きヂエノアの家 ない。

兵はフランスの影響があり 、ペ ニス

( ゲエネツイア〉のは 、 ピザン チン

サラセン 、ゴ シッ クの? 品問のものを

作った。

ノレネツサンス の家具は前述の放に

{氏 い感が したものが若手 〈、 稀には 二

段にな っ たものもあったが 、家具の

高さが低いと云ふ効果は安定な水平

線を強調し た 。 ( 4. 5 .6悶〉

高 い の は 王 座 ( 第 7 凶) で あ る

が、 ζ の他の椅子も主人の威厳を 強

調する際に 作られた。 C第 8 圏〉

阜 、 ベン チ、 小精 子、 !I 、飾椅子

( Sgabelli) ( 第 9 凶の イロハ〕や 、

小飾背板駒子 CS gabell o) 害容の特殊性

のものや最 も特殊性のあ るのに 三本

腕! の小飾背板椅子( 第 10闘〉がある。

この胸部の色 々 の 型 を 注 意 さ れ た

い。又 、袋な椅子では( 第 11闘〉の

がある 。との型などは 、完全にスパ

= ツシユ型 と同型であるが座板が低

〈、 小ぢんまりと してゐる。

叉、ダ ンテ裂椅子の類似の椅子で

サボナロラ型 ( Savonar ola) がある。

( 第 12脳〉

n レユ

ζ れ等の低目の精子は主に 、fIliや

1 繊維の織物などで座 が 編んでるるが

: 高自の椅子は背や座 が側面がピロー

ドで張られてゐる。( 第 8 fi剖)

稀には紋子が使用されてゐるがそ

フサ

の級物には縫が附いてゐる。 然 し

( 第 8 [ 笥〉は後期のもので椅子の製

マサ

作した時の誕生ではない。

この布地 で援つてない様子にはペ

ンチでも 、 スツ ールでも 、ク ッシヨ

ンを泣いたもので 、第 4，闘の大型ベ

ンチにも 骨量 くのである。との「カツ

Ｚ＼ＺＢＢ Ｂｾ‘一 ー ー.  

にヲー

第 6 園 第 7 薗

第 8 圃

第 9111 Cイ) ( ロ〉

第 9 阻( ノ、〉
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第 iO週( ロ) (ノ、 〉

ーー- 司- ーでF

第 11函( イ) ( ロ〉

ｾ ＱＲ 函Ｈ イＩ (ロ 〉

カ ツサパンカスの級品は 三段に分

ペ ス パ アクウ イズγ - ，.

れ 、台 、)J 問、肱 附の背板・..... ，f易制

の ｦＱＴ などＥに ｦｩｻｾ 出来る ｦ［ＩＧＺ にな っ て

ゐる。

このカツ" ! I パンカスの大ペンチは

フイレ ンツエのJ nrの愛明で 、そのも起

用する家々によって 、区別され、立

汲な型が出来た。

とれとそ 他 閣にない伊太示IH萄特の

「箱」郡家具の高度にさ造反したもの

である 。 中世紀の 抱 ( Cassone) は

E容にスツ ールやベンチヤや大精子や

トaス トル

踏.n; と同 じ様な程f %t のものか又は旅

行用の トランク 代用や 、馬車馬や、

X I1 3 6  

馬車の背 l亡乗せ持運ぶ程度のもので

侭い型のはベンチ代月 ｪ と し ｪｬＧＮｾいのは

テ ーフツレ( ¥; ; ffl とした ものであったが

ルネ ンサンス の{ 留の中 C 弐シ クの代

表的 な続 〈第 う悶〕は松彩色で総 会

具があり 、それより絞視のものは 木

材 に浮彫が しで あ る 他 に 第 5 闘 の

"..ル

( ノ、) ( ニ〉は漆il食( GEヨS O) の:zii. 板

のはま っ たのである。彫刻j とこの 漆

喰は美 しく 鍍 金 され半面は淡得色に

F ツクスで 塗 られてゐる。 7 イレン

ツエの作品は他の! l ! 了の作品よ り色彩 . 争

が切る く出来上っ てゐる。

般の 中で 、卒;伎の部分のに笛 I時の

有名な稿家によ って 完成 され たｾ時

の読土交舎の，'tk景が脅かれたもの があ

る。

Ｈ第 Ｔ ｾ のイ〉のカツサパンカのみ

ならず( 第 ヰ関の ロ〉のノj、協 はmが

改良されJffi をつ け、民i: 板 〈又は 夜〉

を取 り捨てたものである。

上部え 以下部 l亡浅い引出 しを附け

たもの がある o ( 第 4 図 ) Cノ、〉

イ - '- ン

次に 象限 Cl r. tarsia) 'の事 は第4闘の

くニ〉 と第 2 邸主主: に見る 撃 が/:!:! 手IE る。

との象眼の初期のもの は，!t と昔、幾何

感 iぬな主題があっ て、同時代の検ーは:

や初期サ ヲセン模 様 やパリア Ｈ ｐ 己 ｲｩ ｾＩ

地方のセ ノレトシナ模様のもの があっ

た。

セノレ トシナ CCerl 0si r . 心は; ) t 3f : の

Cart husian で、か るとま士図 の;>.)J:で 1086

年 翠 プノレノが Ｗ ランス の ｃｭＮ ｴｲ ε ｕ ｓｾ

の山奥で1mいた宗教lヨG籾 自の模様

がある 。

こオ下等の家具の扉や引/ [ : しの引手

はプロンヅや員総 や木材で作られ聞

製!の ものが多 〈、is等の 中央に取り

付けられた。( 第4翻の F、ニ、第 12闘の

イ、ロ、第 13図のイ 、第5図 、第1関〕

伊太利家具もスペ イン家具同様に

〈るみ材が主材である。

伊 太1日j の十七位犯の家具はパロ ッ

ク時代の伊太，;fi Jパ ロック であ り、一

名彫刻昨年代に なり 、豪快な様様を強

ｾｉ Ｇ［ 薗

〈深〈 彫 り丘i し曲線 を縦横 K:'fri! 隠 し

かつて筆かなりしフイレ ン ツエ製の

彩着 され象限 された低自の家具は流

行に 忍れ て了った 。 そしてE 確 な安

全感を示した 直線1' 1短 〈なり 卒均感

はやぶられ 、すべてが 自然 放脆にな

った。

ミケランヂエロ及其一流の手法が

tt 讃 された。そ してすべて の家具は

時代、交謡 、流行K 混合し初めた。

鎗

第 15薗 ( イ) (ロ ) ( ノ、〉



なり 、前世紀 の翠色 の ピロ ー ドや級

子に複雑華麗な模様が 出来た。ヂェ

ノアの織物が有名である。

様撲は水 平線の r-I;;り に封角線にな

フサ

り、: ぇ縫は長 〈な り不規則な型にな

り、時には金属製紛の主主い鎚がつ 〈

械になった。 ( 第 17悶〉

第 16函

十 八世紀の伊太利家具は 十 七 i止紀 ' ー

ス:，" :.-1 ル の と比較する と総じて低 〈、 豆大で 第 18圃 〈イ ) ( ロ〉

そ し て一例と し ては Ａ｝、 卓 ｕ￭ｾＱ Ｔ 凶Ｉ

な くな り、衆にな り彩色も明る 〈な

の如 〈雨脚の中央にし りものの受木

をつけたものが出 来 た。 乙の受木で

ヰ ｌ を ー Ａ 否ＡｾＱＡｩ｜自力に高 〈 感じ さ せた。

乙の時代になると祭に使 へ るもの

…と 云ふ? ] ; が旅件の一つにな って

来 た。そ して古 代 ローマから 7 イレ

ンツ エ家具まで 進 化 したものが干写び

ロー マに滋 り、力強 く線の太いもの

になって来 た。十七日1 : 紀の家具 と十

六 位紀の家具の相違は 、i字彫が深 〈

な りj放の腕 木が良直か ら 幽 り にな

り、 背部が金，q( ，五 〈な り、胸部は X

型ねぢ り 型 ｾ Ｉｉである。Ｈ第 ＱＵ 凶Ｉ

そして 純粋さ を失ひ、ノレネツ サン

ス型 とパロック 型 との混同し たもの

第 15闘の如 〈、ノレイ十四 i!!: ベンチの

上 に後期ルネッサンス( 初期パ ロッ

ク〉の栂が乗ってー箇のキヤ ピネ ッ

トを構成 してゐる 如きものがある。

十 七 l佐紀の織物はパ ロック 好みに

第 17週

って来た 。 ( 第 18園)

イ予太%1J の ロココ 時 代は、 フランス

ロココ の会 〈完全な コ ツピー で、 ノレ

イ十 回 l止とルイ十五1止のスタ イノレの

混 交 したス タイ ルのものを作ったo

f よ く臼本の家具の専門家の宇可過

がノレ イ十四 111: でも ない十五 也ーでもな

いスタイノレの裕 子 を Ｑｾ 物であ る… ・ Ｎ

と知ったか振 りをするが、 との中に

所初沌; 伴な伊太利 の ロココ 家具があ

る惑を知らない岱で 、伊人利 の ロコ

コはノレイ十問 i立スタ イノレと J レイ十五

|止スタイ ノレの混同し たものである事

を知らない俄である。 この混同型 こ

そ、伊大重リ ロココ 家具の代表的 な も

のなのである〉

十八! 吐紀の後4 ' の伊太利 の家具は

フランス家具と 21::' 行し 、古典的 な直

線に戻 り、 ギ リシヤの単純清紫 を受

第 18園 ( =- ) ( ノ、〉

第 18圏 ( ホ) ( へ〉

ＮＮ， ｾμｳ 〆

. 19圏 ( イ) (ロ 〕

入 れ 、 ギリシヤ精紳をよ く表示した

旅行が 7 イレンツエの家具K 戻 り、

首時の俊，美を 一層美 しく 表示 した。

第 lE悶の ロの;j;;¥j 子の如 1告は代表的

な伊夫利 ロココの椅子で 、 フラン ス

のそれ と 見誤るが￭Ｎ￭ ｾｩ ｬ＼ ｲ ［ｬ￬のイのル イ

十五社スタイノレや第 !f 闘のノ、 と異な

る富市は l! l i 脚が第 :8悶 イー への i曲線よ

り迭にすぐれ ゐる1j r . であ る。

次に十八位紀の家具で特長のあ る
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第2il 薗 ( イ〕 ( ロ〉
〈ニ 〉

のは多種多色に塗獲された第 18闘の 在ムツツ リー= の新しい伊太利が主主 べき家具である。ス イス 製の チヨコ

ユホの如〈、叉、 英閣の型を取った 生する迄 、家具としては民 に特性の レ ? トの木箱によくスイスの山小屋

第 19闘の イロ の如 〈、 梯子型 、アダ ないものが{ 乍らねてゐた。 の絡 があるが感じがあれに似て索イト

ム型の如きものが作ら れた 。 然るにムツソ リーエ が放機を待て な中に健質なものがある。 ( 第2: 悶〉

彩色の中で特殊の色彩はヴエニス 新 しい伊太利が出来上り、 新興閣に 俊民が{ 事統を保守し乍らも各自の

( グエネツイア 〉のもので黄色叉は なるや 、建築は勿論、家具にも新し 好みをよく表現して居りま して敬訪f

紅 色 K 塗ったものがある。 い伊太京Jの精神を盛っ た新 しい美を 非常に多いので極一部をスケッチ し

十九世紀になると 、殆んど全部と 表現した家具が童量生し初めた。 た。

云ってい い位に 、 7 ' 7ンス の影饗の 手l、は溢去毅十篇の建築室内袋飾及

下に 家具が作られ 、乙 の時代から現 家具に闘する研究を! i 表してゐるが

Ｈ匹ｾｬＷｮ
ｾＭＭＭＭＭＭＭこ 二 ｪＩ ｊ

建築と家具が開請えの興亡にJ i f に深い

胸係のある事を常に強調し綾けてゐ

るのでちる。

家 具I式回カとその鑓化 す表現する! !

伊太利の新興家具はさすがその源

をギリ会ャ 、ロー マに後 して ゐるの

で美しさ、 構成の正し さ、 幽線、色

彩、貨 に見事なものが多い。ドイツ 、

アメリカに愛生 した猶太型の新興家

具の脊を桁らったのと異なり 、漢に

日本人の魂にふれるものふるる事は

共に共通 した古い文化深い文化を持

ってゐる幽民性の鴛であろう。

新興イタ リー 家具 K 闘しては後日

論 じる$ にして関商をもって説明に

'K; へる。

民 S 風 の 家 具

伊太利の家具の現代迄のものを記

述 したが、十八世紀の後宇期から、伊

太利の北部ロンパルヂア 、サノレヂニ

ア地方に農民風の日本で云ふと「下

手もの J 胤の家具があって 山縁地方

の践民がコツ コツと暇にあかせて丈

第21圃 ( イ) ( ロ) ( ノ、) C"' )  

1120圃 ( ノ、 ) ( ホ) ( へ〉 夫な家具を作てつ居るが、民に愛す 第21111 ( ホ〉
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ζ の家具の系統はスイス南ドイツ

ルーマェアの山織地方に共通するも

ので愛すべき家具であるので、伊太

利の家具の歴史から申しますと正統

ではありませんが、忘卸すべからざ

る存在であります。

唯、自分として残念に恩ふ事は 、

現代日本の生活様式の混街Lの然、新

しい日本の家具が表現されない事で

ある。如何に多〈の家具… - ・所謂 、

新興日本家具一… を私共は見せられ

道 路 関

感校で建築を皐んでゐる時は道路

なんてものは大して問題にしてゐな

かった。もとより無くてはならぬも

の とは 分 って ゐるがむしろ太陽や空

気に封ナると似た感じで其れ程注意

を惹かなかった。役所へ入って建築

線係をや って から俄然道路の重要性

を認識 した謬である。

市街地建築物法では第26{1華で 「本

法ニ於テ道路ト務スルノ、 rl1員 4m以

上ノモノア云 7 J とある。 ζ のモノ

とは何だと云ふ事になるがやはり道

路と云ふ事であらう。つまり公選私

道の別なく一般に主主路々々と云ふて

ゐるもの L 中でけI員 4m以上あるの

が本法での道路なんだと云ふ主主であ

るがちょっとすっきりしない定義の

仕方である。溢路法では行政官際が

認定したものを道路と秘する事にな

ってゐるから割合はっきりしてゐる

道路や交通に掬する規 )'!IJ では道路

法以外に道路取締規 )'! IJ や色々とあ

る。 人 が左側通行するのは枇舎常識

でそうなってゐるのかと思へば明文

にも出てゐる。卸ち「道路取締規則

第 l 保道路 7 通行スルモノノ、左側 =

依ルペシ」 とある。更に第 4 僚で 、

[ 牛馬、諸事等欄逢フトキノ、互= 左

た事であろう。

そして叉それ等失望 した事であら

う。模造なら模造でい与 、そ の魂が

出ていればいいのだ… …。それが織

を竹に代へた りク ッシヨンを縄で作

った りし する小オの利いたものだけ

であった。

何時如何なる型を 、新しい日本が

作 りだすか私は J 己、踊ら して待望 して

ゐる。

家 具lま闘力とその文化を表現する

( 終 〉

話

しかし道路を重要視するの係 り都

市 計愈に於て道路 さへ 出来れば能事

成れりと考へてゐ る人 が見受けら れ

る。

道路工事 と云ふもの はfnJ かた〈ま

しさ がある。殊に 山を切開い て遣を

つけて行く時のあの地肌の生々しい

j感じなど一時狽立美術の連中が好ん

でテーマにしたものだf。

×  ×  ×  

建築線の指定をする時い つ も其の

巾員で悩む、 4mなければどどうし

ても いげ な い事は法律を楯にと って

云へるか らよ いが、きて 6 mつけた

い所で 5m50 では何故いけ な いか と

池 原 真 三 郎 云はれる と、ちょっと 理窟の付け難

方ニ j遊書面スへシ 」と ある。 しか し犬

や猫の栂逢ふ時に掬しては何等の定

もない。

交通取締規 J'!IJ 第 9 僚では「電車及

遜行中ノ疾行事馬ノ遁前及直後 7 横

断スペカラズ j とある。法規も随分

親切に童文へて笑れてゐるものだ と思

ふ。更に同規則では 小児は道路で遊

んではいかぬとか溢路で諸車運輔の

線復を してはいかぬが、交通稀薄の

所ではかまはぬとか 、酒気を幣びて

淫 l縛して はいかぬとか 、主主策銃を怒

った り投球を してはならぬとか 、貨

に細い事まで定められである。此等

の事はt首然枇舎常識と して誰でも知

ってゐる 事だから殊さ ら行々し〈僚

交に掲げな〈てもよさそうに思はれ

る。

×  ×  ×  

都市に於ては道路は人慌に ; 於ける

血管の如き役目をしてゐる。都市以

外に岡野山体に於ても重要な事は勿

論で背から人倫の大選 とか道徳とか

凡そ 規範となるべきI j . f . に「遜 j と云

ふ諾が使 つであるのを見ても分る。

英語でロ ードと云ふのが道路の反主す

であるのも商白い p

ぃ;場合がある。

一常的な金 鍾計Ｑｬｊ］である時は ｾｊ ｉｉｲｲ

し よいがポツン と申請 して〈るもの

は主主の巾員の決定はf中々難 しい。

とれは建物の場合は法規で定って

ゐるから向ふも其れまではどう しで

もやらねばならぬし、此方 も、もっと

よい朕態を と思つで も法規がある 以

上は其れ以上の事を要求出来ないか

ら割合割切れた気持になる。 f9rが建

築線となる と結局雨方の折合だから

仲々駈引きが難 しい。 山高きが故に

傘からず と云ふが道路は原則 として

E甘い程よいと云へる。但 し商庖街は

あま りだ Y ぴろくてはとまるが 、関

係地主の未ゑ諾者を呼出して建等線

のイロハから説明 して、や っと納得

させ卵j を取った時の 気持は憶快であ

る叉どう して も此所は抜かねば と思

って抜かせた建築線の部分が現貨 に

遁行の用に供されてゐるのを見ると

叉満足感を奥へられる 。

×  X  ×  

小事校の頃丁度 阪神関道の工事を

やってゐ たのは 印衆に残ってゐる。

あれはたしか25問位だが、あの出来

た時は六甲 山上から見ても 、何か]l!J'.

原に無理や りに線を引いた感があっ

て馬鹿に成すぎ 、 ぎこちな い も の が
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あったが、今では狭い位である しす ー般にやたらに呉遁な道は面白 く って る内は巾員44m中にグ リーンぺ

っか P街 Jt も落驚いた。 なく少しカ ープ があったり高低のあ ルトを持った堂々たるものだが三悶

工事中トロッコを器使機関草加引 る;かが好まし い。 巾員 4mで一 直線 行きの電車道を過ぎる と突 然20mに

いてゐてよく共れと競走した 事 を想 に何百米も績いてゐるのを見るとち 宇減する。更に織選のガ ー ドを〈ピ

ひ出す。 ょっと頭の後の方が痛くなりそうだ るあたりから 15市位になり数寄屋織

道絡が美 しいと云ふ場合立並ぶ建 一般に道路の巾は貧i象よりも短〈 、 の通を越すと 8: n 乙れで並木，af'C

物や 附近の樹立も含めての景観が美 e又 、延 長は長〈目測するのがim例で 出、此所から突如12: n 位の路地とな

しいのが普通である。道路だけの美 ある。これも心理患で説明される所 る。か〈て銀座の袋遜に 一 つ交る毎ー

しさ を抽出して論ずる事は難しい 、 だ。 に段々細〈なり仕舞には 1m2:) 位に

しかし鋪装がよいと沙花木がないと

かの程度の事は云へる。昔の街道の

おもかげを止める桧並木や杉並木は

1誌に越がある。

×  ×  X  なりながらそれで最後までねばって

最後に東京に商白い溢路があるの 銀座の表湿のみ つまめ屋の 月ケ瀬の

を御締介 し よう、此れは日比谷公閥 横に出るのだから仲々 i百白い。

南側を走 って ゐる道路だが公閣に沿

10 競 掲 載 記 事 訂 正

「経少住宅に於ける卒 ｩ 百選準の問題… ・・ 西山Ｚ�ｦｬ三氏 ｪ の中 、 校正の不注意により誤植あり 、 Ｍ ｦ ｾ 己の通

りE 課掲載致しました。惑しからず御諒永原Rひます。

頁 言晃 正

15頁第l : 表

2.  3. 5. 5. 2' .  3' . 5. 5'. 
( 最大居住人員の次〉

同 上
.  

〈住居面構成〕

食 堂 食 室

11頁 規 摸 規 検ー

16頁 r6 8人型、特l荷した」 r6.8人型に! 初荷 した J
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ｉｾ＠

所

常

出席者

議 事

務 含 ( 第21回〕

10月23 日午後6時一 10時

陳列場

理 事 今 林Eリ合長

常 務 玉 置 主 記、中西主記

重量中主自己、桐本主計

松久保主計、岡田線

韓、増井続格

1. 昭和 17年度数苦手の許

2.議員合並に総合開 l砲の件

3. 住宅展幹事委姻の件

4.住宅燥に胸レ帝塚山皐関と f証書

交換の件

5. 曾主主滞納者民主涯に目摘する件

6. 島根豚立江湾工業愚校に合誌等

ｾｾの件

7. 曾勢幹事長具申の件

8 新健制第二都合委員委喝の件

9. 法制委員委婦の件

10. 元書記西谷節氏香花料日骨曇の件

11. 合員詮衡

報 告

時

所

I. J t 爆演脅終了挨拶

2. 9月分合計報告

3. 出征、入管、感徴、除隊報告

常 務 曾 ( 第22回 J

11 月6日午後61時- 8時30分

陳列揚

出席者 理 事 今 林 則 合 長

議 事

常 務 池 田 主 記、大下編斡

北垣主記 、何回線斡

中西主記、小林編輯

薮中主記、松久保主

計

1. 11 月例舎の件

2. 総合提出書類の件

3. 評議員合総合日後更の件

4. 合員詮衡

報 告

ｉｾ 年

所

1. 第五部合より 合員増加に闘する

件回答

ＲＮ Ｑ Ｗ 年度改ｾ項目決定の件

3.焼 夷磁波習終了の件

4. 天海工程局口懸賞同案募集の件

5. 西谷氏泣族より 躍肢の件

常 務 舎 ( 第23図〉

11 月17日午後5時一6時 10分

陳列揚

出席者 淫 事 井上則合長

議 事

常務 中西主記、薮中主君己

桐本主計 、松久保主

計、小林銅科、増井

編斡

1. 自術消防職肉質験参加の件

2. 建築聯合協議委員合より建設の

件

3. 名審賛助員推薦の件

4. 履 解! 傭の件

う. 合員詮衡

報 告

1. 静岡市長より j懸賞募集掲載強扶

の件

2. ｦｩＱｉｾ演干す準備の件

3. 健材協力合より談合式招待の件

4. 出位、勝徴除、隊報告

評 議 員 舎

1. 昭和 16年 11 月13 日大阪市北区中之

島三丁目 三呑地朝日ピノレヂングに

於て評議員舎を l羽合す

1 . 出席者左の通り評議員 1o名

今林彦太郎 、岩崎甚太郎 、岡本新

次郎 、荻回良之助 、川勝俊二 、桐

本楠* 、小椋済、榊弘美、関都宮界

女、00部茂、竹中景一 、中西六ull

長尾清一、松久保徹三、厳中一良

山口正

1. 午後 61時10分間合盟事則合 長今; 体

彦太郎氏議長 となり只今出席者十

五名なるも本日は再度の召集なる

を以て定款第 ＲＴ ｾ 長但蓄により定数

を肉はず本合成立の旨を告げ直ち

に議事に入る

談笑第 Ｖｾ 売

関する件

昭和 17年度牧支激算に

談長槍滋常務より 王寺、鉢の 内容を説

明する旨を主sべ松久保主計常務起

立各員に記付の原案に基き各Z買に

亙 り詳細なる説明をなし談長 より

質問の有無を問ふ

荻田評議員は陳列 場授の 内容に付

竹中評議員は合計検査につき 、重正

中評議員は健康保険校 につき夫々

質問あ り談長並主主計常務 より各懇

切なる説明をなす

議長他に質問の有無を問ひたるに

質問者な く依て原案に賛成と認め

て差支なきゃを諮りたるに一同よ

り異議な しと の答へあり

言葉長夫れでは 1i 年度牧支致事事は原

案を全部長k認の ととに談決ナる旨

を告げ次の議案に移る

議案策 7盟主

る件

合主主 ￬Ｇｾ 計約 者虎位に闘す

議長よ り別紙調書の主主り舎費滞納

者あり氏名の議表は之を差挫へる

も此机 上に置くを以て後 ｾｊ 各貝の

御覧を乞ふ旨を述ぺ本件に闘して

は其主申込み方に付最善を軍慰 したる

も到底牧納の見込な〈止むなく定

款第 14僚に依 り本案を提出 したる

次第を説明 し各員に於て心街 りの

向は可然手配方を依車誌のよ止む得

ざるも のは除名民主分に附するとと

の賛否を問ふ異談なし異議なしの
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五軍あ り 1  見 事 舎( 舎勢幹事合主催) 1  し修正の上建議案作成

議長異議な しと 認め除名のこ とに |  日 時 11 月14 日午後2時 - 9時30分 |  材 料 委 員 曾 ( 第 18回〕

議決せる旨を宣す |  集合所 府立大阪風姿事校( 阪念泊 |  時 11 月19日午後6時20分 - 8時

但し年内向善虚 したる 上E監理する |  線石橋) I  30分

旨を附言 |  見 書長 府立大阪間糞接校並北野康I j

1. 3たで議長 より本評議員合議事録の |  場見皐

代表署・名者を前例に より 議長 より |  出席者 鈴木幹事他22名

指名 しでて差支へなきゃを 諮 り一同 |  第 l 見接

賛成の旨を迷ぶ依 て議長よ り左記 |  朝来快晴に葱まれて見祭日手口定刻

二氏を指名 し其の承諾を得た り |  の午後 2 時30分舎する者27名、同

岩崎甚大郎君 荻国民之助君 |  校貧験講堂にて永田敬重量 より 皐校

所 倶楽部室

出 席 者 委員 長 松 久 保

幹 事 楠 淑 、榊

委 員 菌 部 、前野 、道国

1. 建議案の最後的修正を加へ成案常

務舎に提出決定

第 2 部 曾 〈第 5 回〉

1.議長之を以て本日の議案は令部終

了に付本評議員舎を関含する旨を

宜 し散合す時に午後七時十分

閣議一般に就き談話あ り、 最後に |  時

家庭関糞に就き有盆なる 話にー伺 |  所

11 月21 日午後6時 10分一7時

倶楽部室

記念事業常任総事曾( 第7回〉

時 II 月19 日午後5時一6時

Wr 陳列場

出席者 幹 事 長 井上

一則幹事長 中西

幹事 鎗木、絵久保、重苦中

経過報告

1. 寄附金申込受高の件

2. 顧 の件

3 展覧舎の件

4. 記念史の件

5.支出! { ) ! 態の件

6. 自衛消防波書雪食施の件

7. 講演合開催の件

8. 寄附受舎告の件

9. 望書附金保管方法の件

10.年内事業計愈

陽; 貰曾( 曾勢幹事合主f位〉

時 1I 月10日午後6時30分- 9時

所 株式曾壮大林組六階講堂

出席者 青木康純氏外65名

1. 午後 6 時30分谷幹事長関舎の鋲拶

を逮ぺ武藤講師を紹介ナ

l. 武藤講師は午後6時40分よ り約21辱

聞に豆 り時事問題に闘し有盆な講

演あ り聴取一同多大の感銘 を受 〈

1. 午後 9 時谷幹事長 より 一同を代表

して講師に謝齢を述べ一同拍手を

以て感謝す

次で閉舎の挨拶 をなし畠整合複に散

命ナ

x" 4 2  

時間を悩みつ L 質問打切り、 3 時

20分より同教毒素引卒関内股な く参

板、議楽の笈施にてトマト、パセリ

を頒けてJ t ひ貧験室にて 、加工品

トマ ト、 ケチャツプ、果汁、ジャム

等希望者多く各々ポ ケッ トを大き

〈し て、子専ぴ貧験講堂に集り同校

建築中の井上組よ り珍菓及果物の

接待を受け何種々参考質問あり 、

次の行程 に心念 ぎつ 与、 4 時30分

鈴木幹事一同 代表謝意を述べ数合

ナ。

第 2 見集

北野劇場 、柳家金話機、ヱンタツ

アチャコ、虎造一度

午後 5 時の宴、舎する者家族を合

せて51名 5 時40分より幕簡を利し

.  3階食堂、設けの席 l亡集合食卓に

7ft <。

大手日書記長、幹事長に代 り一場の

挨拶を なしピール、鮮 、菓子、果

物などを供 し倹快裡に晩餐を閉ぢ

再び観覧、満員の同劇は熱演の笑

劇に一同管 し俗事を忘れて陶酔

午後 9 時30分貌を議して自由解散

材 料 委 員 含 ( 策 17回〉

時 n 月13日午後6時3) 分- 9時

所 { 真集部室

出 席 者 委 員長 松久保

幹 事 楠瀬、 榊

委 員 後 川 、薗部、前野、

道 回

1. 木材寸法並品等規絡の再検討をな

出 席 者 主 査 川 口

委員 桐本、皇室田 、浅野 、

楠田 、塚本

1. 東京に於ける第 2 部舎の経過報告

1. 本舎に於ける各部主査幹事聯合舎

の経過報s.

1. 四合連名にて行ふ建議案の説明

第 4  官 官 舎 ( 第 5 回〉

時 1I 月8日午後6時- 8時20分

所 陳列場

出席者 主 査 渡 部

幹 事 伊 東

委員 岩尾 、ノj、図 、西宮里 、

［ｪＮｾ久保

1. 最も念を要するものよ り審議する

事 とし事務供給方法 、施行業者の

協力協調組織と結合に就き各委員

よ り種々意見の間際あるも結論 l亡

至らず

11 4 音E 曾 ( 第 6 悶〕

時 11 月18 日午後6時一8時405t-

所 | 環列場

出 席 者 幹事 伊 東

委 員 松 久 保 、西湾 、小 西

木村

1. 前聞に引縦き組織と統合の件に付

討議を行ふ

J. 西淳委員よ り皐舎の研究情勢の報

ＱｾＮ ーあり。

第 5 部 曾 ( 第 4 回 〉

時 10月28 日午後511寺- 9!時

所 陳列場

出 席 者 主 査 松 本



委 員 井 上、主主、伊 東、 '1' の IC住宅密岡大阪支 7 の41 C紳戸市建築

菌 、薮 中、大 下 、堀 所〉
富良〉

内 長 岡 大 一 君 神 戸 市須躍華麗須磨寺 綴山 女 生 君 大津市勝 If i J r 錦町西の

I . 東京の 第 5都合議案検討 の結果 町 l の 123 C住 宅管図 庄397( 鍛逝省大阪工

、

1. 運用宜しきを得ぽ差支なからん
‘  大 阪支所〉 事事務所建築課〉

2. 経費英大を裂す其の拠出及政 府
中 村 春夫 君 尼 崎市 湖江 プぜンジ 長蛍 見守申君 北区都島中遁6の83

補助等調査研究する事 ク 〈住宅管関大 阪支 佐藤唯男方〈大阪陵

3. 産業報告舎 と 抵綿の都 道うり考慮
所〉

軍主査廠技術課管法

を要す
西 国 哲 郎 君 東淀川区 山口町472

掛 〉

4. 支部の機能を充分 ならしめる 安
( イ主宅管閣大阪支所〉 編 岡 正 雄 君 京 都 市 下 京 甚 酉 九 僚

あり
分 玉 武 男 君 兵 庫l係明石郡林l務杵

措置王町39の IC京都市

5. 技術院と統接 連 絡 を執り 研究 を

紙上字 閏町( 住宅管 役所管繕部第一技術

主主める事
園大阪支所) 課〉

以上に就いて意見あり種奇審議す

松下宇 晋 ー 君 京 都 市 左 京 区 黒 谷 町 吉図 1EH祭 君 府 下 中 河 内 郡 久 貧 寺

第 7 郎 曾 ( 第 5 回〉
2  C住宅管図大阪支 村 久貧寺140 C庚 辰

時 10月24 日午後 l 時一2時 所〉
組〕

所 陳列場 村 上 忠 司 君 中河内郡大正村三界大
地 方 曾 員

出 席 者 前 回 に 引 綴 き 「 材 料 の 線 機 国昼pJ 佐内 ( 大阪凋

織問 一夫君 〈央海軍投手)

的問題」につき 審 議す。
間級王車部 工王寺科〉

金子 忠 勝 君 lIi 島鰍安佐郡長東村

11 8 部 曾 ( 第 う閉)
波 溢 利 雄 君 京 都 市 左 京 産 問 中 東

381 の2 C央海軍建築

時
II 月10 日午後4時一2時305} 樋の口町 ! O C京都府

部〉

所 陣列場 聖子繕課長〉
上 井 茂 介 君 普 通 賛 助 員 よ り 綿 俗

出 席 者 主 査 浅 海 森 久 一 君 和 歌 山 市 車 坂 l の20
す

幹 事 妓 口 ( 住宅管問大阪支所)

市川 政男君新潟県長中蒲原郡新涼

委 員 内 問 、永回 、藤田 安 藤善次 郎 君 東 直徳井町! の31C大
J! l"[ 日貨町 14 ( 新潟織

I. 業界の定1育其の後の喜善化等 につき 倉土木株式合枇〉

道局建築課〉

各自意見を陶|球せるも特記する 要 尾飽 食 I夜君 来成1&南生野町 3 の

波途 忠男君新潟市鍛江主局主主築課

項なし。
23 ぐ見;組〉

内( 新潟島民道局建築

阿国 主主側君 住 吉区間生遁3の9
苦約

曾 員 動 静 ( 大阪府建築課〉
矢 津 芳 明 君 新 海 市 銭 溢 局 建 築 課

上久保節男君 奈良市芝辻町 II C大 内( 新潟員後遺局建築

ロ二二日

阪府営繕課〉 線〉

武 田 健一君東淀川m : 元今 盟北通 特 別 賛 助 員

曾 員

2の49C竹中工務底〉
今井 ご郎君西宮市荒王立町63 ( 大

板 野
宏 君 兵 庫 豚 御影町 石屋字

竹 村 清 君 東 成区猪飼野 中 7 の
日本音声隠著作協曾〉

狭間 161の2 C兵庫II係

15永田 三次郎方( 宮
上村慶一君天王寺l i ¥I 上本町 6 の

後聖書部建築採〉

l埼工務底 l 閥念銭道株式合最土

石栗銑一良[(君 中河内部矢 田村! 主選
谷 脇 潔君 jl!l直上辻町60 C育 問 技術部保線繰〈関念

834C住 宅管聞大 阪支

鹿之助商庖〉 豊能遁式含枇〉

所〉
イ中村渠幸 吉君 佐古直柴谷町44藤永 長谷 川 介 君 北 区 堂 島 上3のl 後

江 藤 忠 貧 君 大 阪締閣総理部ヱ務
国語主知所( 藤永岡 造 藤方〈東5 J ! 金属工業

科
自由見/f)

株式舎枇〉

四宮 I盗男君 旭直南島町768C四宮
松 井 正 男 君 北直都島本通6の39

平 山 女 徽 君 府下北河内郡守口町

組自 章者〉
( 朝日紡績株式合枇〉

土居 ＱＳＶｾ 華庭内 了 大

新 川 健 児 君 明 石 市 閥主t‘ 問TI の 12>
大 崎 裕 氏 君 紳 戸 市須溜直松風町

阪市大和国土地区釦l
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星整理組合〉
上〉

回 中 瑞 穂 君 舞 鶴 海 軍 建 築 部

松 村 博 之 君 池 田 市 図 中町2935 三宅
貢 君 東 成 区 東 桃 谷 町 2 の

千原大五郎君京都市左京区浮土寺

( 土木建築請負業〉
12 ( 同上〕

南同町如意廼荘

遺 体 義 治 君 西 区 江 ノ 子 島 上 の 町
山村 孝 信 君 旭 区 中 宮 町 13大塚方

主 主 駒 忠 彦 君 住 吉 区 北 関 溢 町144

商工省工薬指導所関
山鹿 主 主 治 君 東 淀 川 区 盟 竪 町 1857 イ悶 忠 夫 君 京 都 府 久 世 郡 宇 治 町

西支所( 商工省工慈

青雲寮内( 向上) 正主主院内

指導所関西支所〕

山名 感 介 君 尼 崎 市 中 在 家p汀2 の 高松 利雄君 I富岡県草三井郡三間村

. 遺書E助 員 149 ( 同上〉 字続殴

同 辻 3毒君 夫 宝寺直大道2の117
山岡啓 治 郎 君 北 区 木 熔 町3l C同上〉

岡橋作太郎君神戸市聾合区生田 町

山本留吉方( 掬高工
矢野 操 君 住 吉 区 帝 塚 山 西 5 の !の 19

在感中〉 117 ( 同上〕 大野 カ君 府下中河内郡天美村

1] 、海
誠 君 神 戸 市須磨直行幸町

高 橋 小 太 郎 君 大 分 郡 鶴!崎町〈高熔
大字池内 188の20

3の40 ( 開高工在祭
組出張所〉 森 晃 君 卒同組( 勤務先〉

中〉 量産 清治君 中部軍司令部経理部

大 道 勝 也 君 瀞 戸 市須磨直東須磨 ;逗 工務 科

北町3の61 ( 同上〉 山県率、健太郎君 東淀川区閣次 111T350  

大 島 宗 彦 君 伊 丹 市 梅 木 町2の22
金 員 原因 昇君 ヤマ ト産業株式合最士

〈同 よ〉
鳥 野 民 男 君 北 村 三 省 君、鹿谷 不動産部( 勤務先〉

加 藤 誠 君 府 下 北 河 内 郡 守 口 町
熊街君、高橋徳松君、武回目十治

地 方 曾 員

金下町! の23( 向上〉
君、向井海一郎君、山 内保文君、

予守木 巌 君 満 洲 閣 通 化 省 臨 江 蘇

片山 隆久君兵庫騒川差是郡川西町

上回菊松君、 津川吉弘君、鶴本正

煙筒百年採炭街枇宅15

祭根字7]<;. 塚20 ( 同〉

太郎君、賀野鶴松君、司王島末吉君

続( 満洲図通化省総

木 犠 正義 君 旭 直 南島町768 民壁

f扇井言葉君、松高一郎君、森本文章君

江蘇東差是; 藍関愛株式

新 太 郎 方 ( 同上〉

地 方 倉 員

合枇〉

佐々木孝夫 君 西 宮市初衣町91飯田
津野譲君、11、; 休己之遊君、 中山定

丸 本 塁 事 司 君 央 市 東 愛 宕 町 143

勝利方( 向上〉

雄 君

井 上 新 卒 君 京 域 府 芳 山 町79

新川 l 富弘君主 旭区中宮町748 妓北

特 別 資i助 員

北JII 売買君 央海軍建築部

公園ハウス内( 向 上〉
問中策通産君、岡村七八郎君、横田

清 水 弱 行 君 呉 海 軍 建 築 部

同 中 茂夫 君 東 淀 川 医 笠 里 町 1758

兵イ山君、大谷元郎君

大 伏 武 芳 君 徳 島 市 勝 閥 橋 通2のl

の l 青雲寮内 ( 同よ〉

普 通 賛 助 員

森蕃: か

高 本 英一君 旭区森iJ、路町54樋口

角谷一郎君、阿部友三君

池口 凌君 臨岡 市白道本町 Ｖ ｾ 稲

操方( 同上〉

j 轄 居 ・ 鞠 勤 j

問厚長苦手察部建築課〉

高 岡 一 郎 君 尼 崎 市 常 光 寺 奥 の 坊 豊島 義政君大主主市桃源台20

225 ( 向上)
高木 治 君 三 重l孫四日 市市七樟

杜 実 ぽ 若 旭 区 生江町5の3367]<;. 曾 員 ー
屋町谷崎仁之助方

埜宗屋; ウ( 同上〉 清 水 十 三 男 君 熊 本 市 段 山 町82
津 島 英 太 郎 君 新 京 特 別 市 至善路第

内 通 事 数 孝 君 東 淀 川 区 豊 墨田rI 758  川瀬
渉 君 三 島 郡 茨 木 町 字 新 庄

五代用官会太宰二郎

高橋f党三方( 同上〉 町744
方

中 島 恨 治 君 旭 区 江野町6の 115石 盛 岡 静 雄 君 伊 丹 市 手 松 町 lの2
扱宮次郎君( 勤務先〉住宅密周名

井秀男方( 向上〉 鈴 木 祭 次 郎 君 芦 屋 市 打 倒 中 間 13
古屋支所

君主 悶 和 君 府 下 泉 北 郡 澱 尾 村 下
( 栗本鍛工所〉

橋 目 銭君 主経天市大和区紅梅町

悶y ヲ〈 同上〉 f翠崎 好雄君 ( 勤説先〉住宅苦手国
4紅梅ピノレ20¥'IA

法 国 辰 巳 君 布 施 市 足 代 ! の 130
大阪支所

一井 武喜事君 海 軍 兵 皐 校 内 海 軍 建

ぐ向上〉 問中 直君 兵庫県議伊丹市襖丘2
築部事務所

松 浦 主 主 司 君 旭 区今市町 1127 (同
の14C奥小路鍛工所 j

垂水 馨 君 満 洲 第374部 隊
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川村種 三 郎 君 東 京 溢 谷 区 代 々 木大 |  鈴 木秀二郎君
東京市日 :本橋直室町

l の18 上 悶工務庖 内

兵 庫l係武庫君B鳴尾村

西畑 128の11京回 祭方

旭区上 ノ辻町303

山町1032

三木 来 三 君 台 南市椛盤 古書52の8

三省館方く住吉組本

庖設計部〉

永岡庄布衛門君 ( 勤務先〉華北交通

株式合間工務局

寺 西 武 吉 君 東 京市世間ケ谷区太

子堂町340 寺西節子

方

小針 三 郎 君 東 京市神田区須田 町

2の3 森常太郎方

寺石 重正君 呉市 仁方田了大 畠

伊勢村四郎君 満洲第412部 隊

中 野 ｾ 吉君徳 島 ｬ 孫 名西 郡 高 川 原

村大字南島

毛利 高明君 中支汲遺登部除本部

森 田l除経理部見習土

官

ノl、室千代松 君 埼玉燃大壁郡寄居町

主存居521

Z主川 遁盛君 愛媛燃松 山市三津波

心務町9

石 川 領 一 君 花蓮港市黒金遁 2

松 村 知之君 台 湾 軍 総 理部 工事事

務所 内

小 島 正義 君 東 京 赤 阪 区 青山南町

6の147 保田勉方

目下 勝秀君 旭区江野町5の2i3

〈住宅管岡大阪 支所

建設部工務 課

終盤 博 君 主伝天市北陵直問屋 街

五 段政府代用官会51

5車

特 別 賞 助 寅

関村 徳八君 旭 直守口町土井 46

井原俊治方

回t¥'; 一君 北区市之町40

神村 斉君 1也直蒲生，町4の28

宮古 i直賛 助 員

関 川 正君 民一島市的場町93

大主事 政夫君 f 勤務先〕岡本工務庖

前 向 祭 君 東 京 J(.f 北多摩郡武談

野田丁吉群号fI' U 14菅原

議ご方

尾間 E 智君

小 松 義雄君

吉田' 孝三君 熊本 県草葦北郡水俣町

大;体組出張所

ヨ二二日

地 方 曾 員

荒木 IE 巴君 ( 昭和 16年 9 月17日

逝 去〕

〈謹んで哀悼の窓 を表す 〉

建築ｾ社曾

第24斡 第 11務

l 冊 50鎗 ( 郵 積2銭〉

毎 月l 回1日後 行 定慣⑨

12冊 6図 ( "" 24銭 〉

昭和 16年 10月25 日印刷l 昭和 16年 11月l 日護 行

霊童行 ・繍斡

印 刷 人

戸 JII ｾｌＮ＠

大 阪市北直朝日ピ ル日本建築協曾 内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 昂リ祉

大 阪市西直江戸堀南通 2 丁目 13番 地

重量 行 所 主更 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中 之島 3 ノ 3 朝 日 ピ ル

電話長ｾＱＺ ｾ Ｈ ＲＳ Ｉ ＴＵＰＱ 番 Ｈ Ｙ Ｉ

娠筈ロ慶大阪 3 9 9 7 5 番

目本出版文化協合曾貝呑絞 222043

毘 給 元 日本出版配給株式合枇

東京市静 岡直淡路町二 丁 目 九 番 地

禁 韓 載

本統に掲載せ るものは一切とれを 無 断にて

縛 載 し叉 は単行本に上梓その他の 複製行震

をなすことを 禁 ず。
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